
特 集

健康寿命を延ばして
心も体も健康に！

生活習慣病予防のための弁当（ヘルシー菜弁当）（左）と、その食材（上）

●滋賀県知事選挙【７月13日㈰】
●熱中症に気をつけましょう
●募集　博物館・美術館がやってくる！
　　　　　　　　　　博物館夏祭り
●募集　ネイチャーアドベンチャー
●火遊び・花火による
　　火災を防ぎましょう　
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皆さんにとって「健康」とはどのようなイメージで
しょうか。持病があってもうまくコントロールして生
活している、生きがいをもって過ごせているなど、心
や体の「健康」の捉え方は人それぞれです。

彦根市では、平成 26 年３月に「ひこね元気計画
21（第２次）～健康増進計画・食育推進計画～」を策
定しました。これは、「健康寿命」を延ばし、生き生
きとした元気な市民が増えるように、あらゆる世代の

市民が、一人ひとりのライフステージと状況に応じた
健康づくりや食育に積極的に取り組み、また、社会環
境を整えることで、市民の皆さんが、心身ともに健康
で安心して暮らし続けられることを目指すものです。

今回は、計画の中から具体的な取り組みをお知らせ
します。
問い合わせ先　 健康推進課☎ 24-0816、FAX24-

5870

彦 根 市 民 の 健 康 に ま つ わ る ア レコレ

平均寿命と健康寿命
彦根市民の平均寿命と健康寿命（食事、

排せつ、入浴、移動などの日常生活動作が自立

している期間の平均）は、下のとおりです。
平均寿命と健康寿命の差は、日常生活

に制限のある「不健康な期間」を意味し
ます。

この「不健康な期間」を短くするため
の取り組みが重要です。

資料：滋賀県健康づくり支援資料集（平成 22年）

彦根市の主な死因別構成割合

資料：湖東健康福祉事務所保健福祉課、
「人口動態統計」厚生労働省（平成 24 年）

死因の 6 割は生活習慣病
平成 24 年の主な死因別死亡数とその構成割合は、「悪性新生

物（がん）」が 26.0％で最も多く、次いで「心疾患」19.9％、「脳
血管疾患」9.7％で、これら 3 大主要死因を合わせた割合は、約
6 割になっています

（右グラフ）。
生活習慣病の発症

予防や重症化予防が
健康寿命を延ばすた
めの「かぎ」となり
ます。

平均寿命 健康寿命 差
男性 81.05 79.43 1.62
女性 86.78 83.43 3.35

男女別平均寿命および健康寿命

み
ん
な
で
取
り
組
む

健
康
づ
く
り

彦
根
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会　

会
長　

　
原
田
　
小さ

夜よ

さ
ん　
（
聖
泉
大
学
地
域
看
護
学
准
教
授
）

ひ
こ
ね
元
気
計
画
21
（
第
２
次
）

は
、
市
民
が
自
立
し
て
元
気
に
生

活
を
送
る
こ
と
、「
健
康
寿
命
」

を
延
ば
す
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
、
自
分
の
健
康
と
生
活
習
慣

に
つ
い
て
考
え
、「
自
助
」「
共
助
」

「
公
助
」
の
３
つ
の
力
を
合
わ
せ

な
が
ら
、
生
活
習
慣
の
改
善
や
健

康
づ
く
り
の
た
め
に
行
動
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
生
活
基

盤
と
な
る
環
境
づ
く
り
、例
え
ば
、

身
近
に
運
動
で
き
る
場
所
が
増
え

る
な
ど
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
３

つ
の
力
を
合
わ
せ
、
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
こ
の
活

動
の
こ
と
を
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
と
言
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
大

切
な
の
は
、
生
活
習
慣
病
の
予
防

で
す
。
市
民
の
健
康
に
関
す
る
意

識
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
健
診
の

受
診
率
、
運
動
し
て
い
る
人
や
喫

煙
者
の
割
合
、
朝
食
の
欠
食
率
等

を
見
て
も
、
意
識
が
高
い
と
は
言

え
な
い
現
状
で
す
。

今
年
度
ス
タ
ー
ト
す
る
２
次
計

画
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
、

食
育
の
推
進
と
と
も
に
、
健
康
を

支
援
す
る
住
民
活
動
の
推
進
が
計

画
の
柱
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
民

が
自
ら
の
健
康
に
関
心
を
持
ち
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
、
市

民
が
、
お
互
い
に
声
か
け
励
ま
し

合
う
こ
と
で
、
健
康
づ
く
り
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
る
こ
と
、

市
民
と
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
で
健
康
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
　

▲コツコツ続ける金亀（根気）体操体験会に参加する市民（くすのきフェスタにて）

ひ
こ
ね
元
気
計
画
21
（
第
２
次
）
と
は
ど
ん
な
も
の
？

健康寿命を延ばして　心も体も健康に！

▲ひこね元気計画21（第2次）
キャラクター　まめこん

特
集

その他
27.8％

自殺　2.2％

不慮の事故
4.1%

肺炎
10.3％

脳血管疾患
9.7%

心疾患
19.9％

悪性新生物
26.0%

ひこね元気計画21（第2次）

住み慣れた地域でいつまでも、健やかで心ゆたかに暮らせるまち「ひこね」

健康増進計画

市民の健康寿命の延伸

食育推進計画

地域と人を育む食の推進
～みんなで実践！　「ひこね」の食育～

目
標

取
り
組
み
の
柱

目
指
す
姿

●「健康増進計画」と「食育推進計画」の２つを合わせた計画です。
●計画期間は平成26年 4月から5年間です。

食の意識の向上1
健康づくり2
食品の安全・安心の確保3
食文化の継承4
自然への感動、感謝5
豊かな心の形成6

生活習慣の改善1 運動習慣、禁煙、心や歯の健康など

主要な生活習慣病の発症予防
と重症化予防の徹底2
がん検診や健康診査の受診しやすい体
制の整備や一人ひとりに合った保健指
導の実施

社会生活を営むために必要な
機能の維持・向上3
子どもの頃から健やかな生活習慣を身
につけるための、また、生き生きとし
たシニアライフを送るための取り組み

健康を支援する住民活動の推進4
健康づくりに取り組む団体の支援や
育成

６つの柱による食育への関心をさらに高める
ための取り組み、「早寝早起き朝ごはん」の
推進や地産地消の推進など

詳しい内容は、ホームページでも見ることができます。
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Q．健診を毎年受ける意味は？

Ａ．生活習慣病を起こす血管の
　　 変化をチェックするため。

　毎年の健診結果を見比べることで、血管変化を
起こしやすい状態にあるかどうか確認できます。

自

分

の

健

康

は

自

分

で

守

る

低い彦根市の特定健康診査受診率
　健康づくりの取り組みは、定期的に健診を受け、
自分の身体の状態を正しく理解することから始ま
ります。ところが、彦根市の特定健康診査の受診
率は、平成 24 年度で 31.5％と、最も高い甲良
町の 54.6% と比べ、23.1 ポイントも低い状況
です。
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資料：滋賀県国保特定健康診査結果（平成 24 年度）

市町別特定健康診査受診率

　退職後、禁煙には成功したものの、そ
の反動による食べ過ぎから、体重が増加。
ズボンのサイズも合わなくなってしまい
ました。さらに、特定健康診査での検査
結果も思わしくなく、要指導という結果
に。
　健診結果をもとに、保健師さんから指
導を受け、食事の仕方を変えたり、妻と
一緒に荒神山をウォーキングしたりする
と、効果はてきめんでした。検査結果も
ずいぶん改善し、体も楽になりました。
　家族のためにもできるだけ元気でいた
いし、自分の健康は自分で守るしかない
と思います。皆さんも「自分だけは大丈
夫」と考えず、健診をぜひ受けて欲しい
と思います。

家
族
の
た
め
に
も
元
気
で
い
た
い

江
畑
　
周し

ゅ
う

藏ぞ
う

さ
ん
（
大
堀
町
）

「
健
康
診
査
・
が
ん
検
診
の

お
知
ら
せ
」
を
活
用

　

広
報
ひ
こ
ね
５
月
15
日
号
と
同

時
に
全
戸
配
布
し
て
い
る
「
健
康

診
査
・
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ
」

（
左
下
）
に
は
市
で
実
施
し
て
い
る

健
康
診
査
の
内
容
、
対
象
者
、
日

程
、
予
約
方
法
が
詳
し
く
書
か
れ

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
特
定
健
康
診
査
や

が
ん
検
診
の
同
時
開
催
、
土
曜
日

検
診
の
日
程
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、

５
０
０
円
で
受
診
で
き
、
予
約
専

用
ダ
イ
ヤ
ル
も
設
置
し
ま
し
た
。

　
「
あ
の
時
に
受
診
し
て
お
け
ば

よ
か
っ
た
」
と
後
悔
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
ま
ず
は
受
診
を
！　

血管の変化と病気の進行

血管が変化（動脈硬化が進む）

健康障害の発生

腎臓の血管 心臓の血管脳の血管 首の血管

腎不全
（人工透析）

腎臓

脳出血
脳梗塞

脳

心筋梗塞

心臓

血管を傷つける危険因子

肥満（内臓脂肪型）

高中性脂肪

脂肪肝

高血糖 高血圧

高 LDL
コレステ
ロール

少なくとも10～15年かけて、自覚症状もなく進行

城北学区健康推進員　
　　　　大澤吉

よ し

子
こ

さん

▶
「
コ
ツ
コ
ツ
続
け
る
金
亀
体
操
」
に

取
り
組
む
「
す
ず
ら
ん
女
子
会
」

　「早寝早起き朝ごはん」を進めるために「朝食レシピ集」の配布や、
地産地消の推進など、さらに市民の皆さんの関心が高まり、実践に
つながるような取り組みを行います。

仲

間

が

い

る

か

ら

続

け

ら

れ

る

さ ら に 伝 え た い「 食 育 」 の 重 要 性

　

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め

に
は
、
継
続
し
た
取
り
組
み
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
一
人
よ
り
も
仲
間

と
一
緒
な
ら
楽
し
い
し
、
長
続
き

し
ま
す
。
地
域
に
は
次
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
が
広
が
る
よ
う
支
援
を
し
て
い

ま
す
。

小学校区で活動している健康推進員
　

高
齢
者
の
多
い
地
域
、
血

圧
が
高
い
人
が
多
い
地
域
な

ど
、
地
域
に
よ
っ
て
課
題
は

異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
健
康

に
つ
い
て
の
情
報
が
多
す
ぎ

て
、
い
っ
た
い
何
が
本
当
か

わ
か
ら
な
く
な
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　

地
域
の
人
や
状
況
を
よ
く

知
り
、
健
康
に
関
し
て
の
正

し
い
知
識
を
伝
え
て
く
れ
る

の
が
「
健
康
推
進
員
」
さ
ん

で
す
。

　

食
育
を
進
め
て
い
く
う
え

で
も
重
要
な
存
在
で
す
。

▶
健
康
推
進
員
の
皆
さ
ん

　
（
右
端
が
大
澤
さ
ん
）

　健康推進員として活動してから、自分
自身も地域の人たちとのつながりも深ま
りました。また、料理教室や体操教室に
参加した人から「薄味にするようになっ
た」、「楽しかった」という声を聞き、や
りがいも感じています。

市
民
の
生
活
習
慣
病
予
防
の

取
り
組
み
を
行
う

「
ひ
こ
ね
元
気
ク
ラ
ブ
21
」

　
「
ひ
こ
ね
元
気
ク
ラ
ブ
21
」
は
、

平
成
16
年
度
か
ら
同
25
年
度
の
第

１
次
計
画
期
間
中
、
市
民
の
食
事

や
運
動
の
生
活
習
慣
改
善
に
関
す

る
取
り
組
み
を
行
う
「
ひ
こ
ね
元

気
計
画
21
実
行
委
員
」
と
し
て
活

動
し
て
い
た
メ
ン
バ
ー
が
結
成
し

た
自
主
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

引
き
続
き
、
食
習
慣
改
善
の
啓

発
や
毎
月
21
日
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
す
る
「
元
気
21
歩
こ
う
会
」
活

動
な
ど
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

▶
く
す
の
き
フ
ェ
ス
タ
で
、
食
習
慣
改
善

の
啓
発
の
た
め
、
味
覚
チ
ェ
ッ
ク
を
実

施
す
る
様
子

「
コ
ツ
コ
ツ
続
け
る
金
亀
（
根
気
）

体
操
」
で
寝
た
き
り
予
防

　

現
在
、
市
内
で
は
36
グ
ル
ー
プ

が
「
コ
ツ
コ
ツ
続
け
る
金
亀(

根

気)

体
操
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
日
夏
町
の
す
ず
ら
ん
自
治
会

で
は
、
60
～
70
代
の
女
性
が
集
ま

り
、「
す
ず
ら
ん
女
子
会
」と
し
て
、

週
３
回
、
体
操
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
体
操
を
始
め

て
か
ら
「
足
が
つ
ら
な
く
な
っ

た
」、「
血
圧
が
下
が
っ
た
」「
近

隣
の
つ
な
が
り
が
深
ま
っ
た
」
と

い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

▶
食
育
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
ひ
こ
食
丸
」

健康寿命を延ばして　心も体も健康に！ 特
集
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料金受取人払郵便

差出有効期限
平成27年6月
30日まで

彦根局承認

1562

5 2 2 8 7 9 0

彦根市元町4番2号

彦根市役所

企画振興部

係 行

まちづくり推進室

「市政への意見・提言」

次のとおり封筒を作ってください
①キリトリ線（破線）に沿って切り、中央をや
まおりにしてください。
②のりしろにのりをつけて貼り合わせてく
ださい。
③切手は貼らずにそのままポストへ投か
んしてください。

個人情報の取り扱いについて

　個人情報については適正に管理し、連絡
や回答の場合を除き、他の目的に利用する
ことはありません。

や ま おり

の り し ろ

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

ら
３
１
５
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
（
平
成
25
年
４
月
～
同
26
年
３

月
受
付
分
）。

内
容
別
件
数
で
は
、
左
表
の
と

お
り
都
市
建
設
部
関
連
の
意
見
が

最
も
多
く
、
そ
の
内
容
は
道
路
の

お
待
ち
し
て
い
ま
す

市
政
へ
の
意
見
・
提
言

口市
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

　

彦
根
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
市
政
へ
の
参
加
を
さ
ら
に
進
め

て
い
く
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
考
え
を
お
聴
き
す
る
「
市
政
へ

の
意
見
・
提
言
」
の
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

　

彦
根
市
の
進
め
て
い
る
施
策
や

事
業
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
建
設
的
な
意
見
・
提
言
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
可
能
な

限
り
、
担
当
部
署
か
ら
文
書
・

電
話
な
ど
で
回
答
し
ま
す
。

▼
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
く
ま
で

に
、
１
か
月
程
度
か
か
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▼
匿
名
の
場
合
に
は
回
答
し
ま
せ
ん
。

意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
方
法

郵
送
の
場
合

市
政
に
対
し
て
の
意
見
を
、
左

の
封
筒
の
裏
面
に
書
い
て
く
だ
さ

い
。記

入
後
、封
筒
を
切
り
取
っ
て
、

隅
の
「
の
り
し
ろ
」
で
貼
り
合
わ

せ
て
ポ
ス
ト
へ
投
か
ん
し
て
く
だ

さ
い
。
切
手
は
貼
ら
ず
に
そ
の
ま

ま
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
封
筒
は
広

報
ひ
こ
ね
に
年
２
回
掲
載
し
て
い
ま

す
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
投
稿
す
る
場
合

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
市

政
情
報
」
→
「
意
見
・
提
言
を
投

稿
す
る
」
の
リ
ン
ク
か
ら
入
り
、

専
用
の
入
力
フ
ォ
ー
ム
に
意
見
な

ど
を
書
い
て
、
送
信
し
て
く
だ
さ

い
。

昨
年
度
の
集
計
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

　
「
市
政
へ
の
意
見･

提
言
」
に
、

１
年
間
で
２
６
５
人
の
皆
さ
ん
か

整
備
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
で
し

た
（
意
見
の
内
容
に
よ
り
、
複
数
の
部

課
が
回
答
、
拝
読
し
て
い
る
場
合
が
あ

り
、
意
見
総
数
よ
り
内
訳
別
の
表
の
総

件
数
は
多
く
な
っ
て
い
ま
す
）。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
「
意
見･

提
言
」
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
暮

ら
し
に
根
ざ
し
た
意
見
、
提
言
と

し
て
今
後
の
市
政
運
営
の
参
考
と

し
ま
す
。
貴
重
な
意
見
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く

り
推
進
室
☎
30-

６
１
１
７

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番
、

Ｅ
メ
ー
ル　

m
achizukuri@

m
a.city.hikone.shiga.jp

市
長
と
話
し
ま
せ
ん
か

今
年
度
２
回
目 

巡
回
市
長
室

口市
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

　

市
長
が
市
内
各
地
に
出
向
き
、

地
域
の
課
題
を
身
近
に
感
じ
て
お

ら
れ
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
お
話
を

伺
い
ま
す
。

　

こ
の
「
巡
回
市
長
室
」
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
の
情
報
交
換
、
交

流
の
場
で
す
。
参
加
を
希
望
す
る

人
は
、
次
の
と
お
り
事
前
の
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
・
場
所
等　

表
の
と
お
り

面
談
時
間　

１
人
（
団
体
）
当
た
り

20
分
程
度

対
象　

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
20

歳
以
上
の
人

※
市
内
の
自
治
会
や
市
民
活
動
団

体
な
ど
も
対
象
と
し
ま
す
。
団

体
の
場
合
は
、
代
表
者
２
人
以

内
と
の
面
談
と
し
ま
す
。

※
政
治
、
宗
教
、
営
利
を
目
的
と

す
る
個
人
、
団
体
は
対
象
と
し

　

ま
せ
ん
。

※
市
長
と
参
加
者
と
の
面
談
の
様

　

子
は
、
録
音
、
録
画
し
た
う
え
、

原
則
と
し
て
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。
こ
れ

に
同
意
い
た
だ
け
な
い
場
合
は

申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

定
員　

１
会
場
当
た
り
５
人
（
団

体
）（
先
着
順
）

申
込
場
所　

会
場
と
な
る
場
所
の

窓
口
の
み
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
方
法　

会
場
と
な
る
場
所
に

あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
書

い
て
申
込
期
間
内
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
申
し

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く

り
推
進
室
☎
30-

６
１
１
７
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

回答・拝読した所属
都市建設部
教育委員会
市民環境部
福祉保健部
産業部
総務部
企画振興部
市立病院
上下水道部
消防本部
選挙管理委員会
　　　計

件数  
92
72
59
57
41
38
32
21
6
6
2

426

行こう投票　活
い

かそう一票

滋 賀 県 知 事 選 挙

投票日　7月13日㈰
7：00 〜 20：00

●期日前投票　7 月 12 日㈯まで
　▶彦根市役所　8：30 〜 20：00
　▶稲枝支所　　8：30 〜 17：00
　▶ビバシティ彦根 2 階研修室（ちびっこ

広場横）7 月 5 日㈯〜同 12 日㈯ 10：00
〜 19：00

問い合わせ先  選挙管理委員会事務局
☎ 30-6131、FAX23-4551

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
対
象
に
な

る
と
思
わ
れ
る
人
に
、お
知
ら
せ
・

申
請
書
な
ど
を
７
月
初
旬
に
お
送

り
し
ま
す
。

※
臨
時
福
祉
給
付
金
と
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
は
、
重
複

し
て
受
給
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

届
い
た
申
請
書
に
必
要
事
項
を

漏
れ
な
く
記
入
し
て
、
申
請
期
間

内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
は
郵
送
で
も
受
付
し
ま
す
。

同
封
の
返
信
用
封
筒
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▼
申
請
受
付
か
ら
給
付
金
の
支
給

ま
で
は
１
月
半
か
ら
２
か
月
程

度
の
時
間
が
か
か
る
予
定
で
す
。

▼
申
請
書
以
外
に
も
提
出
し
て
い

た
だ
く
書
類
が
あ
り
ま
す
。
給

付
金
の
種
類
に
よ
っ
て
必
要
と

な
る
書
類
が
違
い
ま
す
の
で
、

記
入
例
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
窓
口
に
申
請
に
来
ら
れ
る
場
合

は
、
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
公
務
員
の
人
も
勤
務
先
か
ら
受

け
取
っ
た
申
請
書
で
期
間
内
に

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

臨
時
給
付
金

支
給
室
☎
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０

１
２
０-

１
５
２
８-

９
０
番

７
月
16
日
㈬　

受
付
開
始

臨
時
福
祉
給
付
金
・

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

申
請
期
間　

　

７
月
16
日
㈬
か
ら
10
月
16

日
㈭
ま
で

受
付
場
所　

　

臨
時
給
付
金
支
給
室
（
市

役
所
３
階
）

受
付
時
間　

▼
月
～
金
曜
日（
祝
日
は
除
く
）

午
前
８
時
30
分
か
ら

　
　
　

午
後
５
時
15
分
ま
で

（
木
曜
日
は
19
時
ま
で
）

▼
土
曜
日　

　

午
前
９
時
か
ら

　
　
　
　
　

午
後
５
時
ま
で

月　日

7月14 日㈪

7月17 日㈭

7月18 日㈮

7月24 日㈭

7月28 日㈪

申込期間

7月1日㈫～同11日㈮

7月1日㈫～同16日㈬

7月1日㈫～同17日㈭

7月1日㈫～同23日㈬

7月1日㈫～同25日㈮

会　　場

亀 山 出 張 所

中 地 区 公 民 館

旭 森 地 区 公 民 館

　　男女共同参画センター「ウィズ」

高 宮 出 張 所

（賀田山町）

（大 藪 町）

（正法寺町）

（平 田 町）

（高 宮 町）

☎28-0022

☎24-0801

☎26-0675

☎24-3529

☎22-3210

時間はいずれも10：00～12：00
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で
行
い
ま
す
。
利
用
者
の
負
担

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
取
替
作
業
は
左
の
「
量
水
器
取

替
業
務
従
事
者
証
」
を
携
帯
し

た
業
者
が
行
い
ま
す
。

そ
の
他

▼
取
替
作
業
に
立
ち
会
い
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
（
メ
ー
タ
ー
が
屋
内

に
あ
る
場
合
は
除
く
）
が
、
敷
地

内
に
業
者
が
立
ち
入
り
ま
す
。

▼
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
上
の
駐
車

な
ど
は
、
作
業
の
支
障
に
な
り

ま
す
。
円
滑
に
作
業
を
行
う
た

め
、
駐
車
な
ど
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
市
上
下
水

道
料
金
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
☎
27-

２
８
０
２
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
27-

２
８
０
３
番
、
上
下

水
道
業
務
課
☎
22-

２
７
２
２

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

５
４
３
３
番

た に おり

20歳未満
40歳代

20歳代
50歳代 60歳以上

30歳代

住所

氏名

電話番号 性別

年齢

男 女

について　　　　　　　　       　　　　　　　　
ご
協
力
く
だ
さ
い

経
済
セ
ン
サ
ス–

基
礎
調
査
、

商
業
統
計
調
査

口市
企
画
課

総
務
省
と
経
済
産
業
省
は
、
７

月
１
日
を
調
査
期
日
と
し
て
、
平

成
26
年
経
済
セ
ン
サ
ス–

基
礎
調

査
と
平
成
26
年
商
業
統
計
調
査
を

全
国
一
斉
に
実
施
し
ま
す
。

６
月
中
旬
か
ら
、
調
査
員
が
事

業
所
や
企
業
に
調
査
の
お
願
い
に

伺
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
っ
て
回
答
さ
れ
る
場
合
は

７
月
７
日
㈪
ま
で
に
回
答
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
調
査
票
に
記
入
し
て

回
答
さ
れ
る
場
合
は
、
調
査
員
が

受
け
取
り
に
伺
う
ま
で
に
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
☎

30-

６
１
０
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替

口市
上
下
水
道
業
務
課

　

市
内
で
使
用
さ
れ
て
い
る
水
道

メ
ー
タ
ー
の
う
ち
、
計
量
法
に
よ

る
検
定
満
期
を
迎
え
る
も
の
に
つ

い
て
、
次
の
と
お
り
取
替
作
業
を

行
い
ま
す
。

取
替
予
定
日　

８
・
９
月
の
定
例

検
針
日
か
ら
10
日
以
内
（
口
径
50

㎜
以
上
の
大
型
メ
ー
タ
ー
は
10
～
11
月
）

▼
取
替
作
業
は
、
彦
根
市
の
責
任

か
ん
た
ん
、
便
利

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス口市

市
民
課

住
民
票
や
印
鑑
証
明
、
所
得
証

明
書
な
ど
を
、
お
近
く
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
コ
ン
ビ
ニ
）
で

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
住
基
カ
ー

ド
）
を
使
っ
て
、
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
事
前
に
交
付
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
申
請
に
よ
る
暗
証
番
号
登
録

が
必
要
で
す
。）

ま
た
、
土
・
日
曜
日
、
夜
間
で

も
取
得
で
き
て
、
証
明
手
数
料
は

窓
口
で
申
請
す
る
よ
り
１
０
０
円

安
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
住
基

カ
ー
ド
は
、
顔
写
真
付
き
の
公
的

な
身
分
証
明
書
と
し
て
も
使
用
で

き
ま
す
。
彦
根
城
や
彦
根
城
博
物

館
、
玄
宮
園
、
夢
あ
か
り
館
に
も

無
料
で
入
場
で
き
る
特
典
付
き
で

す
。住

基
カ
ー
ド
（
発
行
手
数
料
５
０

０
円
）
の
申
請
場
所
は
、
市
民
課

ま
た
は
稲
枝
支
所
で
す
。
本
人
確

認
の
た
め
、
運
転
免
許
証
と
健
康

保
険
証
な
ど
の
書
類
２
点
を
持
っ

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。
２
点
確
認

の
場
合
は
即
日
交
付
で
す
。（
稲
枝

支
所
の
交
付
は
後
日
で
す
。）
１
点
確

認
の
場
合
は
ご
自
宅
に
照
会
書
を

郵
送
し
、
回
答
書
を
後
日
持
参
の

う
え
で
交
付
し
ま
す
。

申
請
手
続
き
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
☎

30-

６
１
１
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

不
正
取
得
を
防
ぐ

本
人
通
知
制
度
の
登
録

口市
市
民
課

こ
の
制
度
は
、本
籍
（
国
籍
）
が

記
載
さ
れ
た
住
民
票
の
写
し
や
戸

籍
謄
本
な
ど
を
、
代
理
人
や
第
三

者
に
交
付
し
た
場
合
、
事
前
に
登

録
し
た
人
に
、
そ
の
交
付
し
た
事

実
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
戸
籍
謄
本
な
ど

の
不
正
請
求
や
、
不
正
取
得
に
よ

る
個
人
の
人
権
侵
害
の
防
止
を
図

り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
制
度
を
周
知
す
る

こ
と
で
、
委
任
状
の
偽
造
や
不
必

要
な
身
元
調
査
な
ど
の
未
然
防
止

と
な
り
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
に
住
民
登
録
ま
た

は
本
籍
が
あ
る
人
（
過
去
に
あ
っ

た
人
も
含
み
ま
す
。）

▼
登
録
場
所　

市
民
課
、
支
所
、

各
出
張
所
、
人
権
・
福
祉
交
流

会
館
、
東
山
会
館

▼
登
録
方
法　

申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許

証
、
住
基
カ
ー
ド
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な

ど
顔
写
真
付
き
の
公
的
な
証
明
書
）

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
請
手
続
き
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
☎

30-

６
１
１
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

１
３
９
８
番

　

彦
根
市
立
佐
和
山
小
学
校

所
在
地　

安
清
町
11
番
32
号

創　

立　

昭
和
26
年

児
童
数　

５
４
９
人（
平
成
26
年
５
月
）

教
育
目
標　
「
豊
か
な
心
を
も
ち　

求
め

て
学
ぶ　

た
く
ま
し
い　

佐
和
山
っ

子
の
育
成
」

佐
和
山
小
学
校
で
は
、
佐
和
山
城
主
・

石
田
三
成
の
旗
印
「
大だ

い

一い
ち

大だ
い

万ま
ん

大だ
い

吉き
ち

」
の

教
え
で
あ
る「
一
人
は
み
ん
な
の
た
め
に
、

み
ん
な
は
一
人
の
た
め
に
尽
く
せ
ば
、み

ん
な
幸
福
に
な
る
」の
言
葉
を
受
け
継
い

で
い
ま
す
。

と
く
に
、児
童
会
活
動
が
盛
ん
で
「
あ

い
さ
つ
運
動
」
や
相
手
を
思
い
や
る
「
ふ

わ
ふ
わ
言
葉
」
な
ど
を
展
開
し
、健
全
な

学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
活
動
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、一
日
の
始
ま
り
を
「
さ
わ

や
か
タ
イ
ム
」
と
し
て
、曜
日
ご
と
に
10

分
間
読
書
、保
護
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
読
み
聞
か
せ
、
国
語
科
・
算
数
科
の
朝

学
習
な
ど
を
続
け
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、４
月
か
ら
「
10
分
間
運
動
」

の
研
究
指
定
を
受
け
、中
休
み
に
「
佐
和

山
っ
子
ア
ス
リ
ー
ト
タ
イ
ム
」と
称
し
て
、

び
わ
こ
マ
ラ
ソ
ン
や
学
級
運
動
遊
び
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
☎
24-

７
９
７
３
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番

▲佐和山小みつにゃん▲佐和山っ子アスリートタイム
でのボールを使った運動

▲児童会活動の一つである
　あいさつ運動

ウ
チ
の

校
風
　
２

市
立
学
校
紹
介

18

●
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国
民
健
康
保
険

高
齢
受
給
者
証
の
更
新

 

　
　
口市
保
険
年
金
課

　

70
歳
か
ら
74
歳
の
人
に
は
、
保

険
証
の
ほ
か
に
高
齢
受
給
者
証
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
お
持
ち
の
高
齢
受
給
者
証

は
、
８
月
１
日
以
降
使
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
は
７
月

中
に
送
付
し
ま
す
。
８
月
に
な
っ

て
も
、
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
が

届
か
な
い
と
き
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課

☎
30-

６
１
１
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

21-

２
２
２
０
番　

後
期
高
齢
者
医
療

保
険
証
を
送
付

　　　　　　　　　口市
保
険
年
金
課

　

８
月
１
日
か
ら
の
新
し
い
保
険

証
を
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

簡
易
書
留
で
送
付
し
ま
す
の
で
、

受
け
取
り
に
受
領
印
が
必
要
で
す
。

　

現
在
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
し
て
い
る
人
の
保
険
証
が
、

う
ぐ
い
す
色
（
薄
緑
色
）
に
な
り
ま

す
。
８
月
１
日
以
降
は
、
今
ま
で

の
保
険
証（
有
効
期
限
が
平
成
26
年
７

月
31
日
に
な
っ
て
い
る
も
の
）は
使
え

ま
せ
ん
。
破
棄
し
て
い
た
だ
く
か
、

保
険
年
金
課
に
お
返
し
く
だ
さ

熱
中
症
の
発
生
の
ピ
ー
ク
は
７

～
８
月
で
す
。
熱
中
症
は
炎
天
下

だ
け
で
な
く
、
室
内
で
も
起
こ
り
、

重
度
の
熱
中
症
の
場
合
は
命
を
落

と
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
予
防
法

を
正
し
く
理
解
し
、
熱
中
症
か
ら

身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
と
は

　

高
温
多
湿
な
環
境
下
で
、
体
内

の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
た
り
、
体
温
の
調
節
機
能
が
う

ま
く
働
か
な
い
こ
と
に
よ
り
、
体

内
に
熱
が
こ
も
り
、
や
が
て
め
ま

い
や
吐
き
気
、
倦け

ん

怠た
い

感
な
ど
の
症

状
が
現
れ
、
重
症
に
な
る
と
意
識

障
害
な
ど
が
起
こ
る
病
気
で
す
。

　

屋
外
で
活
動
し
て
い
る
時
だ
け

で
な
く
、
室
内
で
じ
っ
と
し
て
い

て
も
室
温
や
湿
度
が
高
い
た
め
に

熱
中
症
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

熱
中
症
の
予
防
ポ
イ
ン
ト

①
水
分
補
給

の
ど
の
渇
き
を
感
じ
な
く
て

も
、
お
茶
や
水
な
ど
で
水
分
補

給
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
室
内
環
境
を
整
え
る

　

す
だ
れ
や
カ
ー
テ
ン
で
直

射
日
光
を
遮
る
、
換
気
を
す
る
、

必
要
に
応
じ
て
エ
ア
コ
ン
や
扇

風
機
な
ど
を
使
用
す
る
な
ど
、

部
屋
に
熱
が
こ
も
ら
な
い
よ
う

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

③
暑
さ
に
備
え
た
体
力
づ
く
り

バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
規
則
正
し

い
食
事
で
夏
バ
テ
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど

の
運
動
や
入
浴
な
ど
で
、
適
度

に
汗
を
か
く
習
慣
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

④
服
装
を
工
夫
す
る

　

通
気
性
の
よ
い
衣
服
を
着
る
、

黒
い
服
を
避
け
る
な
ど
し
て
涼

し
い
服
装
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

外
出
時
は
帽
子
や
日
傘
で
日

よ
け
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
の
熱
中
症

　

熱
中
症
患
者
の
半
数
は
高
齢
者

（
65
歳
以
上
）で
す
。
高
齢
に
な
る
と

暑
さ
や
水
分
不
足
に
対
す
る
感
覚

が
弱
く
な
る
た
め
に
、
室
内
で
も

熱
中
症
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
熱
中
症

　

子
ど
も
は
体
温
を
調
整
す
る
機

能
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
発
達
し
て
い

ま
せ
ん
。

　

地
面
の
照
り
返
し
に
よ
り
、
感

じ
る
温
度
は
大
人
よ
り
３
℃
以
上

高
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
注
意
が

必
要
で
す
。

大
人
の
熱
中
症

　

ス
ポ
ー
ツ
や
屋
外
の
労
働
な
ど

で
の
熱
中
症
は
、
若
年
層
で
も
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。
無
理
を
せ

ず
に
水
分
補
給
や
適
度
な
休
息
を

と
り
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
に
な
っ
た
時
の
対
処

▼
涼
し
い
場
所
へ
移
動
し
、
衣
服

を
緩
め
、
安
静
に
し
て
寝
か
せ

る
。

▼
エ
ア
コ
ン
・
扇
風
機
を
つ
け
る
、

体
（
特
に
首
す
じ
、
脇
の
下
、
太
も

も
の
付
け
根
な
ど
）
を
氷
枕
な
ど

で
冷
や
す
。

▼
水
分
・
塩
分
を
補
給
す
る
。

※
「
自
力
で
水
が
飲
め
な
い
」「
意

識
が
な
い
」
場
合
は
、
直
ち
に

救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

☎
24-

０
８
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

５
８
７
０
番

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
に
加
入
の
皆
さ
ん
へ

口市
保
険
年
金
課

医
療
費
が
高
額
に
な
る
場
合

　

入
院
や
通
院
で
毎
月
の
医
療
費

が
高
額
に
な
る
場
合
、
あ
ら
か
じ

め
「
限
度
額
適
用
認
定
証
（
認
定

証
）」
な
ど
を
提
示
す
れ
ば
、
窓
口

で
の
自
己
負
担
額
の
支
払
い
を
一

定
限
度
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。（
た
だ
し
、
保
険
適
用
外
の
部

分
は
自
己
負
担
が
必
要
で
す
。）

　

認
定
証
を
受
け
る
た
め
に
は
申

請
が
必
要
で
す
。

▼
限
度
額

　

病
院
に
支
払
う
自
己
負
担
額

（
月
当
た
り
）
に
は
上
限
が
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
上
限
は
年
齢
や
世

帯
の
所
得
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
。

▼
認
定
証
の
交
付
の
対
象

　

70
歳
以
上
の
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
人
、
70
歳
未
満
の
人

▼
手
続
方
法

　

印
鑑
・
保
険
証
を
お
持
ち
に

な
っ
て
、

保
険
年
金
課
、
支
所
、

各
出
張
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
す
で
に
認
定
証
を
お
持
ち
の
人

（
認
定
証
の
更
新
に
つ
い
て
）

　

現
在
お
持
ち
の
認
定
証
の
有
効

期
限
は
、
原
則
７
月
31
日
ま
で
で

す
。
８
月
以
降
の
更
新
に
必
要
な

手
続
き
は
次
の
と
お
り
で
す
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
人　

　

再
度
申
請
が
必
要
で
す
。

保

険
年
金
課
ま
た
は
支
所
、
出
張
所

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
の
人

　

更
新
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
平
成
26
年
度
も
続
い
て
住
民

税
が
世
帯
全
員
非
課
税
の
人
に
は
、

８
月
以
降
の
認
定
証
を
新
年
度
の

保
険
証
に
同
封
し
て
、
７
月
中
旬

に
送
付
し
ま
す
。

▼
限
度
額
を
超
え
て
医
療
費
を

　

支
払
わ
れ
た
場
合

　

限
度
額
を
超
え
て
支
払
っ
た
医

療
費
は
、
高
額
療
養
費
と
し
て
還

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

請
求
手
続
き
に
は
領
収
書
の
原

本
が
必
要
で
す
の
で
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。（
対
象
者
に
は
通
知

を
送
付
し
ま
す
。）

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

保
険

　

年
金
課
☎
30-

６
１
１
２
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

２
２
２
０
番

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課

☎
30-

６
１
１
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

21-

２
２
２
０
番

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
料
額
の
通
知
を
送
付

　　　　　　　　　　　口市
保
険
料
課

　

平
成
26
年
度
の
１
年
間
の
保
険

料
額
や
、
支
払
方
法
を
お
知
ら
せ

す
る
通
知
書
を
、
７
月
中
旬
に
発

送
し
ま
す
。

▼
保
険
料
の
計
算

　

平
成
26
年
度
の
保
険
料
は
、
平

成
25
年
中
の
所
得
に
基
づ
い
て
計

算
し
ま
す
。

▼
保
険
料
率

　

被
保
険
者
均
等
割
額　

　

４
万
４
、
８
８
６
円

　

所
得
割
率　

８
・
73
％ 

 

　

年
間
保
険
料
の
上
限
額　

57
万
円

※
保
険
料
率
は
平
成
26
年
度
に
改

定
さ
れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は
４

月
１
日
号
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
料
の
支
払
い
方

　

特
別
徴
収
の
人
（
通
知
書
の
特
別

徴
収
の
欄
に
、金
額
の
記
載
が
あ
る
人
）

は
、
年
金
か
ら
の
引
き
去
り
に
よ

り
保
険
料
を
お
支
払
い
い
た
だ
き

ま
す
。

　

普
通
徴
収
の
人
（
通
知
書
の
普
通

徴
収
の
欄
に
、金
額
の
記
載
が
あ
る
人
）

は
、
納
付
書
か
口
座
振
替
で
保
険

料
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

熱
中
症
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

▼
普
通
徴
収
の
人
の
納
付
書

　

通
知
書
と
納
付
書
は
別
々
に
送

付
し
て
い
ま
す
。
通
知
書
と
納
付

書
の
到
着
が
前
後
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

納
付
書
は
年
間
分
を
一
度
に
送

付
し
ま
す
。
各
納
期
ま
で
に
金
融

機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
料
課
☎

30-

６
１
４
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

２
２
２
０
番　

後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
☎
０
７
７-

５

２
２-

３
０
１
３

決
定
し
ま
し
た

彦
根
長
浜
都
市
計
画

用
途
地
域
の
変
更
な
ど

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口市
都
市
計
画
課

　

５
月
28
日
付
け
で
次
の
都
市
計

画
を
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
お
知

せ
し
ま
す
。

決
定
し
た
都
市
計
画

▼
用
途
地
域
の
変
更
（
南
彦
根
駅
南

東
部
地
区
・
都
市
計
画
図
の
更
新
に

伴
う
も
の
）

▼
南
彦
根
駅
南
東
部
地
区
地
区
計

画
▼
エ
ク
セ
レ
ン
ト
ヒ
ル
ズ
彦
根
地

区
地
区
計
画
の
区
域
拡
大
変
更

▼
本
町
二
丁
目
地
区
地
区
計
画

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次

の
窓
口
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

縦
覧
場
所　

湖
東
土
木
事
務
所

（
元
町
）
管
理
調
整
課
、

都
市

計
画
課
（
市
役
所
２
階
）

問
い
合
わ
せ
先　

都
市
計
画
課

☎
30-

６
１
２
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

８
５
１
７
番

対
象
年
齢
を
見
直
し
ま
し
た

敬
老
行
事
開
催
事
業
補
助
金

　　　　　　　　　口市
介
護
福
祉
課

彦
根
市
で
は
、
９
月
の
敬
老
の

日
や
老
人
週
間
を
中
心
に
各
学
区

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
で
開
催
さ

れ
る
敬
老
行
事
へ
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
先
、
高
齢

者
人
口
が
増
加
し
て
補
助
費
用
も

増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
団
塊
の

世
代
の
皆
さ
ん
が
後
期
高
齢
者
に

な
ら
れ
る
２
０
２
５
年
を
見
据
え
、

医
療
や
介
護
に
か
か
る
地
域
包
括

ケ
ア
の
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
施
策
を

持
続
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
財

政
基
盤
の
確
立
や
、
地
域
ケ
ア
の

仕
組
み
の
構
築
の
た
め
、
次
の
と

お
り
補
助
対
象
の
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
。

▼
対
象
年
齢　

75
歳
以
上（
平
成
26

年
９
月
15
日
時
点
。
補
助
金
対
象
年

齢
は
、
各
地
域
で
取
り
組
ま
れ
る
敬

老
行
事
の
対
象
年
齢
を
定
め
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

▼
補
助
金
を
交
付
す
る
対
象
団
体　

市
内
の
各
学
区
（
地
区
）
社
会

福
祉
協
議
会
、
介
護
老
人
福
祉

施
設（
大
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
）

▼
申
請
方
法　

７
月
以
降
に
各
学

区
（
地
区
）
社
会
福
祉
協
議
会
お

よ
び
介
護
老
人
福
祉
施
設
へ
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

介
護
福
祉
課

☎
23-

９
６
６
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
８
番
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博
物
館
・
美
術
館
が
や
っ
て
く
る
！

博
物
館
夏
祭
り

〈
内
容
〉
県
内
の
博
物
館
・
美
術
館

14
館
が
、
人
形
作
り
や
ロ
ボ
ッ
ト

体
験
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま
す
。　〈
日
時
〉７
月
13
日

㈰
午
前
10
時
～
午
後
４
時　
〈
場

所
〉
ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根
（
竹
ケ
鼻
町
）
　

ビ
バ
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル　
　
〈
費
用
〉

無
料
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
っ
て

有
料
）　
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉
博
物

館
夏
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（　

琵
琶
湖
博
物
館
交
流
グ
ル
ー
プ　

林

さ
ん
）
☎
０
７
７-

５
６
８-

４
８

１
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５
６

８-

４
８
５
０
番　

子
育
て
講
座

「
絵
本
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ
」

〈
内
容
〉親
子
一
緒
に
絵
本
を
親
し

み
、
ゆ
っ
た
り
と
心
が
ふ
れ
あ
う

時
間
を
過
ご
し
ま
す
。　
〈
日
時
〉

７
月
17
日
㈭
第
１
回
▼
午
前
10
時

～
同
10
時
50
分
、
第
２
回
▼
午
前

11
時
10
分
～
正
午　
〈
場
所
〉
子

ど
も
セ
ン
タ
ー
（
日
夏
町
）　

多
目

的
室　
〈
対
象
〉第
１
回
▼
平
成
24

年
４
月
２
日
～
同
26
年
２
月
生
ま

れ
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
、
第

２
回
▼
平
成
22
年
４
月
２
日
～
同

24
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者　
〈
定
員
〉
各
20

組
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
１
家
族
に

つ
き
２
０
０
円　
〈
申
込
期
間
〉

７
月
７
日
㈪
～
同
11
日
㈮　
〈
持

ち
物
〉
筆
記
用
具
、
飲
み
物
な
ど　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

子

ど
も
未
来
室
☎
28-

１
５
８
０
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６
番　

※
電

話
か
、
直
接

子
ど
も
セ
ン

タ
ー
窓
口
で

申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

夏
休
み
日
中
一
時
支
援
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〈
内
容
〉
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
、

夏
休
み
日
中
一
時
支
援
事
業
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
支
援

内
容
は
、
参
加
の
子
ど
も
の
保
育

や
介
助
な
ど
で
す
。　
〈
日
時
〉７

月
19
日
㈯
～
８
月
31
日
㈰　
〈
場

所
〉
市
内
、
甲
良
町
、
豊
郷
町
な

ど　

※
時
間
、
場
所
な
ど
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

〈
対
象
〉
原
則
15
歳
以
上
で
、障
害

の
あ
る
子
ど
も
の
保
育
に
関
心
と

熱
意
の
あ
る
人　
〈
申
込
期
間
〉

７
月
１
日
㈫
～
同
18
日
㈮　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

障
害

福
祉
課
☎
27-

９
９
８
１
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
７
番
、
Ｅ
メ
ー

ル 
shogaifukushi@

m
a.city.

hikone.shiga.jp　

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
に
は
、
①
氏
名
②
住
所

③
電
話
番
号
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

も
の
づ
く
り
体
験
教
室

キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
体
験

〈
内
容
〉
世
界
で
一
つ
だ
け
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
り
ま

す
。　
〈
日
時
〉７
月
27
日
㈰　

午

前
10
時
～
正
午　
〈
場
所
〉ひ
こ
ね

燦さ
ん

ぱ
れ
す
（
小
泉
町
）　
〈
対
象
〉
小

学
５
・
６
年
生　
〈
定
員
〉
20
人
（
先

着
順
）　
〈
費
用
〉
２
０
０
円　
〈
申

込
開
始
日
〉
７
月
10
日
㈭  

午
前

９
時
～　
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉ひ
こ

ね
燦
ぱ
れ
す
☎
26-

７
２
７
２
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

７
３
７
７
番　

※
直

接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

も
の
づ
く
り
体
験
教
室

パ
ソ
コ
ン
で
デ
ザ
イ
ン
！

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
か
ば
ん
」

づ
く
り　

〈
内
容
〉自
分
の
表
現
し
た
い
も
の

を
デ
ザ
イ
ン
し
、
か
ば
ん
作
り
に

必
要
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
知
識
と

技
術
を
学
び
ま
す
。　
〈
日
時
〉

８
月
３
日
㈰　

午
前
９
時
～
正
午　

〈
場
所
〉
ひ
こ
ね
燦
ぱ
れ
す
（
小
泉

町
）　
〈
対
象
〉
小
学
５
・
６
年
生　

〈
定
員
〉
20
人
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉

２
０
０
円　
〈
申
込
開
始
日
〉
７

月
10
日
㈭　

午
前
９
時
～　
〈
問

い
合
わ
せ
先
〉
ひ
こ
ね
燦
ぱ
れ
す

☎
26-

７
２
７
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

７
３
７
７
番　

※
直
接
窓
口
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

夏
休
み
親
子
施
設
見
学
会

〈
趣
旨
〉
夏
休
み
に
親
子
で
楽
し

く
社
会
勉
強
を
し
ま
せ
ん
か
。　

〈
日
時
〉
▼
１
回
目　

７
月
22
日

㈫　

▼
２
回
目　

８
月
４
日
㈪　

〈
集
合
時
間
〉　

い
ず
れ
も
午
前
７

時
20
分　

※
市
役
所
前
集
合
（
午

後
５
時
頃
解
散
）　
〈
見
学
施
設
〉
▼

１
回
目　

彦
根
総
合
地
方
卸
売
市

場
、
消
防
署
、

荒
神
山
自
然
の

家
、
国
立
印
刷
局
、
大
藪
浄
水
場　

▼
２
回
目　

彦
根
総
合
地
方
卸
売

市
場
、
彦
根
城
博
物
館
、

荒
神

山
自
然
の
家
、
国
立
印
刷
局
、
大

藪
浄
水
場　

※
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を

使
用
し
ま
す
。〈
対
象
〉
市
内
在

住
の
小
学
３
～
６
年
生
と
そ
の
保

護
者　
〈
定
員
〉
各
50
人
（
先
着
順
）　

〈
申
込
期
間
〉
▼
１
回
目　

７
月

１
日
㈫
～
同
15
日
㈫　

▼
２
回
目　

７
月
１
日
㈫
～
同
25
日
㈮　
〈
費

用
〉
無
料　
〈
持
ち
物
〉
弁
当
、水

筒
、
筆
記
用
具
、
帽
子
、
ビ
ニ
ー

ル
シ
ー
ト
、
タ
オ
ル
、
靴
下
、
軍

手
な
ど
（
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
来
る
こ

と
は
自
由
で
す
が
、
撮
影
で
き
な
い
施

設
が
あ
り
ま
す
）　
〈
そ
の
他
〉
有
料

（
１
人
５
０
０
円
）の
弁
当
を
事
前
に

申
し
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。
参

加
申
込
と
同
時
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
代
金
は
、
当
日
集
合
時

に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

ま
ち
づ

く
り
推
進
室
☎
30-

６
１
１
７
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番　

※
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

県
立
彦
根
工
業
高
校

親
子
も
の
づ
く
り

体
験
教
室

〈
内
容
〉夏
休
み
の
自
由
研
究
応
援

企
画
と
し
て
高
校
生
が
テ
ー
マ
ご

と
に
指
導
し
ま
す
。
①
金
属
風
鈴

の
製
作
②
針
金
（
電
線
）
ア
ー
ト
③

ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
④
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
ロ
ケ
ッ
ト
〈
日
時
〉
７
月
26
日

㈯　

午
前
９
時
30
分
～
同
11
時
30

分
、
午
後
１
時
～
同
３
時　
〈
対

象
〉小
学
生
（
保
護
者
同
伴　

①
は
高

学
年
）〈
定
員
〉
各
テ
ー
マ
そ
れ
ぞ

れ
10
～
20
組　
〈
費
用
〉　

５
０
０

円
（
④
は
１
、５
０
０
円
）　〈
場
所
〉
滋

賀
県
立
彦
根
工
業
高
校
（
南
川
瀬

町
）
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス　
〈
申
込
期

限
〉
７
月
８
日
㈫
（
必
着
）〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉
滋
賀
県
立
彦
根

工
業
高
校
「
親
子
も
の
づ
く
り
体

験
教
室
」（
〒
５
２
２-

０
２
２
２ 

彦

根
市
南
川
瀬
町
１
３
１
０
）
☎
28-

２

４
７
０
番　

※
往
復
は
が
き
の
往

信
の
裏
面
に
①
第
１
希
望
テ
ー
マ

②
第
２
希
望
テ
ー
マ
③
住
所
④
氏

名
（
同
伴
の
保
護
者
名
も
）
⑤
性
別
⑥

電
話
番
号
⑦
学
校
名
・
学
年
を
返
信

の
表
面
に
①
郵
便
番
号
②
住
所
③

氏
名
を
そ
れ
ぞ
れ
書
い
て
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

再
就
職
・
就
業
支
援

シ
ニ
ア
対
象
「
講
習
会
」

〈
内
容
〉左
表
の
と
お
り　
〈
対
象
〉

滋
賀
県
在
住
で
、
講
習
に
係
る
就

業
を
希
望
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

求
職
登
録
を
し
て
い
る
55
歳
以
上

の
人　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

公
益
社
団
法
人
滋
賀
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会（
〒
５
２
０

-

０
０
５
４　

大
津
市
逢
坂
１-

１-

１
） 

☎
０
７
７-

５
２
５-

４
１
２
８
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５
２
７-

９
４
９

０
番　

※
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
書

い
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
郵
送
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。「
求
職
登
録
番

号
」
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
後
、
受
講
者
選
考
面
接
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ｃ
Ｍ
Ｕ 

２
０
１
４
夏
季

英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム 

受
講
生

〈
内
容
〉留
学
や
就
職
の
準
備
な
ど

の
た
め
に
総
合
的
な
英
語
力
を
習

得
し
ま
せ
ん
か
。
コ
ー
ス
に
よ
っ

て
は
留
学
生
向
け
の
宿
泊
施
設
で

ル
ー
ム
メ
イ
ト
と
し
て
生
活
し
な

が
ら
受
講
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。　
〈
日
程
〉▼
５
日
間
コ
ー
ス

①
７
月
22
日
㈫
～
同
26
日
㈯
、
②

７
月
28
日
㈪
～
８
月
１
日
㈮
、
③

８
月
11
日
㈪
～
同
15
日
㈮　

▼
10

日
間
コ
ー
ス
７
月
22
日
㈫
～
８
月

１
日
㈮　
　
〈
場
所
〉ミ
シ
ガ
ン
州

立
大
学
連
合
日
本
セ
ン
タ
ー
（
松

原
町
）　
〈
費
用
〉
▼
５
日
間
コ
ー

ス　

４
万
円　

▼
10
日
間
コ
ー
ス　

７
万
２
千
円　

※
い
ず
れ
も
教
材

費
な
ど
を
含
む　
〈
申
込
期
限
〉

各
コ
ー
ス
の
開
講
日
の
２
週
間
前

（
各
コ
ー
ス
の
開
講
日
の
４
週
間
前
ま

で
に
申
し
込
む
と
千
円
の
割
引
が
適
用

さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）　
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉
ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
連
合

日
本
セ
ン
タ
ー
（
〒
５
２
２-

０
０

０
２　

松
原
町
１
４
３
５-

86
）
☎
26-

３
４
０
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

９
３

５
６
番
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://
w

w
w

.jcm
u.net/　

※
ミ
シ
ガ
ン

州
立
大
学
連
合
日
本
セ
ン
タ
ー
に

あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
書

い
て
、
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
同
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
む
こ

と
も
で
き
ま
す
。

ネ
イ
チ
ャ
ー
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

〈
内
容
〉
樹
木
、
草
花
、
昆
虫
、
野

鳥
、水
生
生
物
な
ど
の
観
察　
〈
日

時
〉
７
月
26
日
㈯　

午
前
８
時
30

分
～
午
後
３
時
30
分　

※
雨
天
中

止　
〈
場
所
〉
男お

お

鬼り

町  

※
午
前

８
時
ま
で
に
市
役
所
西
口
に
集
合　

〈
定
員
〉
25
人
（
先
着
順
）　
〈
参
加

費
〉
５
０
０
円　
〈
申
込
期
間
〉
７

月
１
日
㈫
～
同
18
日
㈮　
〈
持
ち

物
〉
水
筒
、
タ
オ
ル
、
サ
ン
ダ
ル
、

簡
易
雨
具
、帽
子
、筆
記
用
具
、虫

除
け
ス
プ
レ
ー
、
お
に
ぎ
り
、
箸
、

双
眼
鏡
な
ど　
〈
そ
の
他
〉
市
役

所
か
ら
現
地
ま
で
バ
ス
で
移
動
し

ま
す
が
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
が

つ
い
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
６
歳
未

満
の
子
ど
も
が
同
伴
す
る
と
き
は

自
家
用
車
で
現
地
へ
移
動
し
て
く

だ
さ
い
。
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
を
着

用
し
、
靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉「
快
適

環
境
づ
く
り
を
す
す
め
る
会
」
事

①

②

③

介護職員初任者研修　
日程　7月22日㈫～11月13日㈭　
　　　9：00～16：00
会場　びわこ学院大学（東近江市）　定員　40人
申込期限　7月10日㈭　必着　
受講者選考面接日　7月14日㈪　10：00～
受講者選考面接会場　びわこ学院大学

介護スキルアップ講習　

※要ヘルパー2級（介護職員初任者研修課程修了）

日程　8月4日㈪～同21日㈭　9：00～15：00
会場　びわこ学院大学（東近江市）　定員　20人
申込期限　7月18日㈮　必着　
受講者選考面接日　７月23日㈬　10：00～
受講者選考面接会場　びわこ学院大学

旅館ホテルスタッフ技能講習
日程　8月25日㈪～9月8日㈪　
　　　13：00～17：00
会場　びわ湖花街道（大津市）、琵琶湖グランド
ホテル（大津市）、クサツエストピアホテル（草
津市）、連合会事務所会議室（大津市）　

定員　20人
申込期限　8月5日㈫　必着　
受講者選考面接日　8月7日㈭　10：00～
受講者選考面接会場　連合会事務所会議室

務
局
（

生
活
環
境
課
内
）
☎
30-

６

１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
３
９

５
番

公
共
職
業
訓
練　

９
・　
月
生
の
受
講
生

〈
内
容
〉
求
職
者
の
早
期
再
就
職

支
援
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。　

▼
９
月
生　

制
御
プ
ロ
グ
ラ
ム
科　

〈
申
込
期
限
〉
７
月
30
日
㈬　
〈
選

考
日
〉
８
月
４
日
㈪　

午
前
９
時

30
分
～　

▼
10
月
生　

ビ
ル
設
備

サ
ー
ビ
ス
科
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
（
Ｃ
Ａ
Ｍ
）

技
術
科
・
電
気
設
備
科
・
工
場
管

理
保
全
科　
〈
申
込
期
限
〉８
月
27

日
㈬　
〈
選
考
日
時
〉９
月
１
日
㈪　

午
前
９
時
30
分
～　

９
・
10
月
生

共
通
事
項
〈
対
象
〉
求
職
者
（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申
し
込
み
を
し

て
い
る
人
）　
〈
費
用
〉無
料　

※
教

科
書
代
、
作
業
服
代
な
ど
は
必
要

で
す
。　
〈
申
込
先
〉ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
彦
根
☎
22-

２
５
０
０
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
26-

５
１
８
６
番　
〈
問
い

合
わ
せ
先
〉
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

滋
賀
☎
０
７
７-

５
３
７-

１
１
７

９
番
（
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午

後
５
時
、
祝
日
は
除
く
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０

７
７-

５
３
７-

１
２
９
９
番

10
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は
ー
と
ふ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

２
０
１
４

〈
内
容
〉「
身
近
な
人
権
に
関
わ
る

思
い
や
話
」「
人
権
を
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
き
っ
か
け
や
体
験
談
」

な
ど
、
人
権
の
大
切
さ
を
訴
え
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。　
〈
部
門
〉
▼
作
文　

８
０

０
～
１
、
２
０
０
字
以
内
、
作

文
・
詩
・
エ
ッ
セ
イ
な
ど
表
現
方

法
は
自
由　

▼
標
語　

用
紙
は
自

由　

▼
ポ
ス
タ
ー　

38
㎝
×
54

㎝
（
画
用
紙
四
つ
切
）、用
紙
の
向
き

（
縦
・
横
）
は
自
由　

※
人
権
啓
発

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
盛
り
込
ん
で
く

だ
さ
い
。　
〈
対
象
〉
市
内
に
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
〈
応
募
期

限
〉
７
月
１
日
㈫
～
12
月
10
日
㈬

（
郵
送
の
場
合
、最
終
日
の
消
印
有
効
）

〈
表
彰
〉
平
成
27
年
２
月
（
各
部
門

ご
と
に
特
選
、
入
選
作
品
を
選
考
し
て

表
彰
式
を
行
い
ま
す
。）　
〈
そ
の
他
〉

入
賞
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
作

品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

入
賞
作
品
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま

す
。
作
品
の
一
部
を
修
正
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。　
〈
応
募
・
問
い

合
わ
せ
先
〉

人
権
政
策
課
は
ー

と
ふ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
２
０
１
４
募

集
係
（
〒
５
２
２
‐
８
５
０
１　

元
町

４
‐
２
）
☎
30-

６
１
１
５
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

８
５
７
７
番　

※
作
品

に
①
題
名
②
住
所
③
氏
名（
ふ
り
が

な
）
④
電
話
番
号
を
書
い
て
、
応

「
陶
芸
」「
び
わ
こ
環
境
」「
地
域

文
化
」（
以
上
、
草
津
校
の
み
）、「
北

近
江
文
化
」（
米
原
校
の
み
）　
〈
学

習
期
間
〉
10
月
～
平
成
28
年
９
月　

〈
場
所
〉
▼
草
津
校
（
滋
賀
県
立
長

寿
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）　

▼
米
原

校
（
滋
賀
県
立
文
化
産
業
交
流
会
館
内
）
　

〈
対
象
〉
60
歳
以
上
（
平
成
26
年
10
月

１
日
現
在
）
で
、
県
内
在
住
者　

※

過
去
に
入
学
を
許
可
さ
れ
た
人
は
、

申
し
込
み
が
で
き
ま
せ
ん
。　
〈
費

用
〉前
・
後
期
そ
れ
ぞ
れ
２
万
５
千

円（
教
材
費
な
ど
が
別
途
必
要
）　
〈
申

込
期
限
〉
７
月
23
日
㈬　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉
滋
賀
県
レ
イ
カ

デ
ィ
ア
大
学
草
津
校
☎
０
７
７-

５
６
７-

３
９
０
１
番
、　

同
米
原

校
☎
０
７
４
９-

52-

５
１
１
０

番　

※
入
学
願
書
に
必
要
事
項
を

書
い
て
、
送
付
ま
た
は
直
接
窓
口

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
入
学

願
書
は
、
市
役
所
１
階
総
合
案
内
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
、
支
所
、
各

出
張
所
、
各
地
区
公
民
館
な
ど
に

あ
り
ま
す
。

彦
根
ば
や
し
総
お
ど
り
大
会

参
加
団
体

〈
内
容
〉「
彦
根　

夏
の
陣
」
と
銘め

い

打
ち
開
催
す
る
一
連
の
イ
ベ
ン
ト

の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
「
彦
根
ば

や
し
総
お
ど
り
大
会
」
の
出
場
団

体
を
募
集
し
ま
す
。　
〈
開
催
日

時
〉
８
月
８
日
㈮　

午
後
5
時
30

分
～
同
９
時
（
踊
り
の
予
定
時
間
は
、

午
後
７
時
15
分
～
同
８
時
15
分
）　

※

雨
天
中
止　
〈
場
所
〉
銀
座
・
中

央
・
登
り
町
グ
リ
ー
ン
通
り
・
リ

バ
ー
サ
イ
ド
橋
本
・
各
商
店
街
一

帯　
〈
対
象
〉次
の
項
目
を
全
て
満

た
す
団
体　

▼
10
人
以
上　

▼
プ

ラ
カ
ー
ド
・
山だ

車し

は
片
側
一
車
線

の
範
囲
の
も
の　

※
衣
装
は
自
由　

〈
費
用
〉無
料　
〈
申
込
期
間
〉７
月

１
日
㈫
～
同
15
日
㈫　
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉
公
益
社
団
法
人
彦

根
観
光
協
会
☎
23-

０
０
０
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
９
１
９
番　

※
公

益
社
団
法
人
彦
根
観
光
協
会
に
あ

る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

第
63
回

彦
根
市
美
術
展
覧
会

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

〜
美
術
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ
〜

出
品
作
品

〈
開
催
期
間
〉
９
月
15
日
（
月
・
祝
）　

～
同
21
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～

午
後
５
時
（
９
月
16
日
㈫
は
休
館
）　

〈
場
所
〉
ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ

（
野
瀬
町
）　
〈
対
象
〉
市
内
、
近
隣

市
町
（
東
近
江
市
、米
原
市
、愛
荘
町
・

犬
上
郡
の
各
町
）
に
在
住
か
、
市
内

に
在
勤
・
在
学
の
人
（
中
学
生
以
下

は
除
く
。）　
〈
募
集
部
門
と
受
付
場

所
〉
▼
日
本
画　
　

メ
ッ
セ
ホ
ー

ル
棟
２
階　

▼
洋
画　
（
油
絵
、
水

彩
画
、
パ
ス
テ
ル
画
、
創
作
版
画
、
イ

ラ
ス
ト
な
ど
を
含
む
）　

グ
ラ
ン
ド

ホ
ー
ル
棟
１
階　

▼
彫
刻　

メ
ッ

セ
ホ
ー
ル
棟
３
階　

▼
美
術
工
芸　

メ
ッ
セ
ホ
ー
ル
棟
２
階　

▼
書　

メ
ッ
セ
ホ
ー
ル
棟
３
階　

▼
写
真　

メ
ッ
セ
ホ
ー
ル
棟
１
階　
〈
作
品

の
主
な
規
格
〉
▼
日
本
画
・
洋
画　

10
号
（
５
３
０
㎜
×
３
３
３
㎜
）
以

上
30
号
（
９
１
０
㎜
×
９
１
０
㎜
）

以
内
（
創
作
版
画<

洋
画>
は
10
号

未
満
も
応
募
で
き
ま
す
。）　

▼
彫
刻　

高
さ
２
ｍ
以
内
×
横
１
ｍ
以
内
×

奥
行
１
ｍ
以
内
。
※
手
動
で
移
動

可
能
で
、
展
示
や
展
示
作
業
に
支

障
を
き
た
さ
な
い
も
の　

▼
美
術

工
芸　

壁
面
は
縦
・
横
が
合
計
２

ｍ
以
内
、
立
体
は
１
辺
１
・
２
ｍ

以
内　

▼
書　

わ
く
張
り
ま
た
は

表
装
を
除
い
て
半
切
以
上
１
・
５

㎡
以
内
（
３
尺
×
６
尺
も
で
き
ま
す
）、

帖じ
ょ
う・
巻か

ん

子す

・
篆て

ん

刻こ
く

・
刻こ

く

字じ

も
応
募

で
き
ま
す
。　

▼
写
真　

四
つ
切

り
か
ら
全
紙
ま
で
の
カ
ラ
ー
、
ま

た
は
モ
ノ
ク
ロ
、
組
写
真
は
構
成

す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
写
真
が
四
つ
切

り
以
上
で
80
㎝
×
１
ｍ
以
内
に
ま

と
め
一
体
化
し
た
も
の　

※
い
ず

れ
も
未
発
表
の
作
品
に
限
る
。
陳

列
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
耐
え
得
る
装
飾

保
護
装
備
（
額
縁
、
吊つ

り
金
具
、
吊

り
ひ
も
、
表
装
な
ど
）
を
施
す
こ
と　

〈
出
品
点
数
〉１
部
門
に
つ
き
１
人

１
点
（
写
真
に
限
り
、
１
人
２
点
以
内
）
　

〈
出
品
申
込
〉出
品
作
品
１
点
に
つ

き
、
出
品
申
込
書
と
出
品
料
を
添

え
て
、
部
門
ご
と
の
受
付
場
所
に

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。　
〈
出
品

料
〉
作
品
１
点
に
つ
き
５
０
０
円

（
高
校
生
は
無
料
）　
〈
搬
入
日
時
〉９

月
５
日
㈮　

午
前
９
時
30
分
～
午

後
８
時
、
同
６
日
㈯　

午
前
９
時

30
分
～
午
後
３
時　
〈
審
査
〉彦
根

市
美
術
展
覧
会
審
査
員
が
審
査
し

ま
す
。　
〈
表
彰
〉優
秀
な
作
品
を

表
彰
し
、「
広
報
ひ
こ
ね
」
な
ど
で

紹
介
し
ま
す
。　

※
作
品
の
規
格
、

そ
の
他
の
詳
細
は
、
開
催
要
項
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
開
催
要
項
と
出

品
申
込
書
は
、市
役
所
、支
所
、各

出
張
所
、
人
権
・
福
祉
交
流
会
館
、

東
山
会
館
、
各
地
区
公
民
館
、
ひ

こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
、
み
ず
ほ
文

化
セ
ン
タ
ー
、
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
ひ
こ
ね
燦
ぱ
れ
す
、
市
民

会
館
な
ど
に
あ
り
ま
す
。　
〈
応

募
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

教
育
委

員
会
文
化
振
興
室
☎
23-

７
８
１

０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３
０
８
０
番

廃
棄
物
減
量
等
推
進

審
議
会
委
員

〈
内
容
〉
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
目

標
の
達
成
状
況
や
、
基
本
施
策
の

実
施
状
況
を
評
価
し
、
着
実
に
計

画
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
公
募

委
員
を
募
集
し
ま
す
。　
〈
任
期
〉

２
年
間　
〈
募
集
定
員
〉
３
人
（
定

員
を
超
え
た
場
合
は
、
選
考
に
よ
り
委

員
を
決
定
し
ま
す
。）　
〈
応
募
資
格
〉

市
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学

の
20
歳
以
上
（
７
月
１
日
現
在
）
の

人　
〈
募
集
期
間
〉
７
月
１
日
㈫

～
同
18
日
㈮　
〈
応
募
方
法
〉
生

活
環
境
課
、
支
所
、
各
出
張
所
に

あ
る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、

生
活
環
境
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。〈
そ
の
他
〉
審

議
会
委
員
は
、
学
識
経
験
者
や
事

業
者
を
含
め
て
10
人
程
度
で
構
成

す
る
見
込
み
で
す
。
初
回
の
審
議

会
は
８
月
上
旬
を
予
定
し
て
い
ま

す
（
年
３
回
開
催
）　
〈
応
募
・
問
い

合
わ
せ
先
〉
生
活
環
境
課
☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
３

９
５
番

「
す
く
す
く
教
室
」「
の
び
の

び
教
室
」
受
講
生
（
再
募
集
）

〈
趣
旨
〉
定
員
に
余
裕
が
あ
り
ま

す
の
で
、
再
募
集
し
ま
す
。
希
望

す
る
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

募
し
て
く
だ
さ
い
。
市
内
の
保
育

園
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、
高

校
、
各
種
団
体
、
事
業
所
を
通
じ

て
応
募
す
る
場
合
は
、
学
校
（
園
）

名
、
団
体
（
事
業
所
）
名
を
書
い
て
、

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
点
数

は
、
作
文
・
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
の

各
部
門
ご
と
に
１
人
１
点
で
す
。

同
行
援
護
従
業
者
養
成
研

修
（
一
般
課
程
）
講
習
会

〈
趣
旨
〉滋
賀
県
が
主
催
す
る
講
習

会
に
、
彦
根
市
が
２
人
を
推
薦
す

る
た
め
、
こ
の
講
座
の
受
講
を
希

望
す
る
人
を
募
集
し
ま
す
。　
〈
日

程
〉
９
月
12
日
㈮
～
11
月
７
日
㈮

（
全
５
回
）　

※
日
に
ち
、時
間
の
違

い
で
Ａ
コ
ー
ス
、
Ｂ
コ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。　
〈
場
所
〉
滋
賀
県
立

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
草
津
市
）、

Ｊ
Ｒ
長
浜
駅
な
ど　
〈
対
象
〉
市

内
に
在
住
・
在
勤
の
人
で
、
全
講

習
を
受
講
で
き
、
視
覚
障
害
者
ガ

イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
確
実
に
活

動
で
き
る
人　
〈
定
員
〉
２
人
（
申

込
者
多
数
の
場
合
は
、
指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
勤
め
て
い
る
人
を

優
先
し
、そ
の
後
に
抽
選
）　
〈
費
用
〉

５
千
円
程
度
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
を

含
む
）　
〈
申
込
期
限
〉７
月
18
日
㈮　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

障
害

福
祉
課
☎
27-

９
９
８
１
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
７
番

彦
根
市
民
の
ご
み
の
排
出
量
は

全
国
平
均
よ
り
多
い

平
成
24
年
度
の
全
国
の
ご
み

総
排
出
量
は
、
約
４
５
０
０
万

ト
ン
、
１
人
１
日
当
た
り
の
ご

み
排
出
量
は
９
６
３
グ
ラ
ム
に

な
り
ま
す
（
環
境
省
・
平
成
24
年

度
一
般
廃
棄
物
処
理
実
態
調
査
）。

彦
根
市
で
は
、
１
日
に
約
１

２
０
ト
ン
の
ご
み
が
排
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
１
人
当
た
り
に
換

算
す
る
と
、
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
以

上
の
ご
み
を
、
毎
日
出
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

彦
根
市
の
１
人
当
た
り
の
ご

み
の
排
出
量
は
、
全
国
平
均
よ

り
も
多
く
、
滋
賀
県
の
各
市
町

の
中
で
、
い
ち
ば
ん
多
い
ご
み

の
量
で
す
。
ご
み
の
処
理
に
必

要
な
お
金
も
、
１
年
間
に
つ
き

約
12
億
円
、
１
人
当
た
り
約
１

万
円
を
超
え
る
状
態
が
続
い
て

い
ま
す
。

燃
や
す
ご
み
の
約
４
割
が

生
ご
み

彦
根
市
の
家
庭
か
ら
出
た
燃

や
す
ご
み
の
う
ち
、
約
４
割
が

生
ご
み
で
す
。
生
ご
み
の
減
量

が
ご
み
の
減
量
の
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
と
な
り
ま
す
。

生
ご
み
の
減
量
に
は
、
生
ご

み
処
理
機
な
ど
が
推
奨
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
普
段
の
暮
ら
し
の

中
で
、
今
す
ぐ
に
で
き
る
取
り

組
み
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

▼
食
材
を
使
い
切
る

▼
料
理
は
食
べ
切
る

▼
捨
て
る
前
に
、
水
を
切
る

生
ご
み

の
約
８
割

が
水
分
で

す
。
捨
て

る
前
に
ひ

と
手
間
か

け
て
水
切

り
を
行
う
だ
け
で
、
ご
み
の
減

量
に
大
き
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ご
み
の
減
量
に
は
一
人
ひ
と

り
の
心
掛
け
や
行
動
が
大
切
で

す
。
ご
み
と
し
て
出
す
前
に
、

「
他
に
使
い
道
は
な
い
か
」と
考

え
て
、
ご
み
減
量
に
工
夫
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境

課
☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番

ご
み
の
減
量
と
資
源
化
ト
ピ
ッ
ク
ス

第
20
回　
　

１
人
当
た
り
の
ご
み
の
排
出
量
、
県
内
で
最
多

い
。　
〈
教
室
の
内
容
〉リ
ズ
ム
遊

び
、
表
現
遊
び
、
運
動
遊
び
、
ふ

れ
あ
い
遊
び
、
食
生
活
に
つ
い
て　

〈
開
講
期
間
〉平
成
27
年
３
月
ま
で

（
毎
月
１
回
）　
〈
時
間
〉
午
前
10
時

～
同
11
時
30
分
（
稲
枝
地
区
、
中
地

区
公
民
館
は
午
前
９
時
45
分
～
同
11
時

15
分
）〈
会
場
〉
各
地
区
公
民
館
な

ど
（
す
く
す
く
教
室
は
、
鳥
居
本
の
み
）
　

〈
対
象
〉
▼
す
く
す
く
教
室　

平

成
24
年
４
月
２
日
～
同
26
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
乳
幼
児
と
保
護

者　

▼
の
び
の
び
教
室
（
２
、３
歳

児
）　

平
成
22
年
４
月
２
日
～
同

24
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
乳
幼

児
と
保
護
者　
〈
費
用
〉（
７
月
か

ら
受
講
の
人
）
参
加
費
１
、
８
０
０

円
、
教
材
費
７
２
０
円　

※
中
途

退
会
・
欠
席
に
よ
る
返
金
は
し
ま

せ
ん
。　
〈
申
込
開
始
日
〉７
月
１

日
㈫　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

子
ど
も
未
来
室
☎
28-

１
５
８

０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６
番　

※
電
話
か
、
直
接

子
ど
も
セ
ン

タ
ー
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
申
し
込
み
は
１
組
１
地
区
公

民
館
に
限
り
ま
す
（
先
着
順
）。

滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学

第
37
期
生

〈
内
容
〉
▼
必
修
講
座
「
人
間
理

解
」「
郷
土
理
解
」「
社
会
参
加
」　

▼
選
択
講
座
「
園
芸
」「
健
康
づ
く

り
」（
以
上
、
草
津
校
・
米
原
校
）、
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俳
句

若
竹
を
走
る
早
さ
の
雨
雫

し
ず
く

パ
レ
ッ
ト
に
鮮
や
か
な
色
山
笑
ふ

折
詰
の
輪
ゴ
ム
弾
か
せ
花
の
宴

短
歌

愛
知
川
の
清
き
流
れ
も
は
る
か
に
て

　

投
網
打
ち
い
し
夫
若
か
り
き

歌
い
初
め
魔
の
指
先
に
操
ら
れ

　

熟
女
一
斉
に
「
希
望
の
さ
さ
や
き
」

あ
な
た
の
絵
髙
値
で
売
れ
て
い
ま
す
よ
と

　

耳
打
ち
し
た
い
ゴ
ッ
ホ
の
耳
に

川
柳

爪
伸
び
て
ふ
む
ふ
む
私
育
っ
て
る

な
き
そ
う
に
さ
く
ら

　

わ
ら
っ
て
い
る
の
で
す

折
れ
線
を
た
ど
っ
た
先
に
虹
を
見
る

冠
句

声
は
ず
む　
児
等
天
真
に
逞
し
く

ネ
ー
ミ
ン
グ　

ふ
る
里
背
負
う
近
江
米

光　

さ　

す　

閉
ざ
す
心
に
慈
母
の
声

詩結
び
目

渇
く

う
る
お
い

随
筆
・
評
論

二
人
三
脚

パ
ラ
ソ
ル
・
パ
ラ
パ
ラ

難
儀
だ
け
れ
ど

小
説

壺つ
ぼ

田
辺　

好よ
し

子こ 

さ
ん
（
稲
里
町
）

伊い

部べ　

正ま
さ

子こ 

さ
ん
（
米
原
市
）

樋
口　

満
智
子 

さ
ん
（
長
浜
市
）

田
口　

洋
子 

さ
ん
（
本
庄
町
）

奥
長　

輝き

久く

乃の 

さ
ん
（
長
浜
市
）

掛か
け

田だ　

洋
子 

さ
ん
（
開
出
今
町
）

清
水　

容
子 

さ
ん
（
多
賀
町
）

大
谷　

の
り
子 

さ
ん
（
地
蔵
町
）

島
田　

輝て
る

子こ

さ
ん
（
日
夏
町
）

野
田　

惣そ
う

次じ

郎ろ
う 

さ
ん
（
新
海
町
）

北
川　

乙お
と

彦ひ
こ 

さ
ん
（
豊
郷
町
）

佐
々
木　

ト
ミ 

さ
ん
（
田
附
町
）

谷
口　

明
美 

さ
ん
（
西
今
町
）

髙
井　

豊 

さ
ん
（
正
法
寺
町
）

清
水　

は
る 

さ
ん（
馬
場
二
丁
目
）

田
中　

恵
子 

さ
ん
（
日
夏
町
）

小
野　

和
子 

さ
ん
（
小
野
町
）

上
野　

初
子 

さ
ん
（
甲
良
町
）

宮
﨑　

眞
弓 

さ
ん
（
米
原
市
）

入
賞
者
決
ま
る
！　

第
50
回　

市
民
文
芸
作
品

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文
化
振
興
室

　
　

 

☎
23-

７
８
１
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３
０
８
０
番

　 延べ356人の皆さんから俳句327点、短
歌 226 点、川柳 174 点、冠句 204 点、詩
24 点、随筆・評論 19 点、小説 4 点、合計
978点の応募をいただきました。これらの中

から、特選 19 点、入選 39 点、佳作 133
点が選ばれました。
　各部門の特選は、次の皆さんです。

世の中に、時代と国境を越えて人気が出るトッ
プアーティストが、数十年に一度現れるといわれ
ています。日本のアーティストの中で、一例をあげ
てみると、よく出てくる名前は「美空ひばり」で
しょう。美空ひばりさんは日本だけではなく、海
外でもとても有名で、日本人アーティストの代表
者の一人になっています。

ブラジルでも、国境を越え、圧倒的に人気を呼ん
だアーティストがいました。その人は「カルメン・
ミランダ」（右上）です。カルメンさんは 1909 年
に生まれ、20 代でスカウトされ、サンバを歌い始
めました。それから、サンバの評判がどんどんよ
くなり、彼女はすぐブラジルの国民的アイドルに
なりました。

ブラジルの大統領にまで愛
されていたカルメンさんは、
アメリカのプロデューサーの
注意を引いて、アメリカのハ
リウッドでも、歌手や女優と
して活躍しました。カルメン
さんがよくかぶっていた果物
の帽子もブラジルの象徴にな
りました。このカルメンさん
のおかげで、ブラジルの歌と
文化が他の国にも広がったの
です。

最後に、カルメンさんからインスピレーション
を受けて、私がデザインしたこのコラムのキャラ
を紹介します。このコラムのフレーム（右下）に書
いてあるのが「カルメンにゃん」です。カルメン
さんと同じように有名になって、国際交流のつな
がりになったらいいなと思います。これからカル
メンにゃんとともに、国際理解を深めるためにが
んばります。では、また次回！

【彦根市国際交流員　ナターリャ】

第２回　果物の帽子をかぶっていた女性

ナターリャ
の部屋

場　　　　　所日　　　　時行　　事　　名 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 等

ひこねエコマーケット
「 夢 畑 」

7月13日㈰
10：00～14：00

「リユース・リサイクル品」の中から、欲しいもの、掘り出
し物を見つけてください。※雨天中止
　生活環境課☎30-6116、FAX27-0395

大 手 前 公 園
（ 金 亀 町 ）

ひ こ ね で 朝 市 7月20日㈰
8：00～12：00

滋賀県護国神社境内
（ 尾 末 町 ）

「食の安全」「地産地消」「手作り」を掲げ、地場野菜、豆
腐、醤油、湖魚料理などを販売します。
ひこねで朝市実行委員会（ひこね市民活動センター内）
☎24-4461、Eメール hikonedeasaichi55@gmail.com

彦根市精神障害者家族会
「 集 ま ろ う 会 」

7月15日㈫
13：30～16：00

　障害者福祉センター
（ 平 田 町 ）

精神障害者の家族が集まり、情報交換や学習会をします。
　障害福祉課☎27-9981、FAX26-1767

元気21歩こう会
7月21日（月・祝）
9：00～10：30
（集合9：00）

集 合 場 所 ：
市 立 図 書 館 駐 車 場
（ 尾 末 町 ）

城下町をめぐるコースを歩きます。
費用：100円（保険代など）
「ひこね元気クラブ21」事務局（　健康推進課内）
☎24-0816、FAX24-5870　

市 立 図 書 館
（ 尾 末 町 ）
　 ☎22-0649
 FAX26-0300

7月1日㈫～同13日㈰
10：00～18：00
※7日㈪は休館

植 物 水 彩 画
一 木 一 草 展

草花を一つずつ愛おしく描かれた水彩画展と講演会を開
催します。講演会では、講師が描いた草花にまつわる本
の紹介と、図書館への思いを語ります。
講師：村瀬進さん（元多賀町立図書館長）
彦根の図書館を考える会（久木さん）☎28-0765

図書館と本の出会いから
ー描く・書く・つなぐー

7月13日㈰
13：30～15：00

滋賀大マルシェ
環境こだわり農産物
夏 の 収 穫 祭

7月4日㈮
12：00～14：00

県内の生産者が、環境こだわり農産物や心をこめて育てた新
鮮で安全な野菜、果物、加工品等を販売します。（小雨実施）
滋賀大学社会連携研究センター☎27-1141

滋 賀 大 学
生 協 前 広 場
（ 馬 場 一 丁 目 ）

介護家族のつどい
「 ほ っ こ り 」

介護家族のつどい
「ほっこり・らぶ」

7月8日㈫
13：30～15：30

く す の き セ ン タ ー
2階医療福祉推進ルーム
（市立病院敷地内）

認知症などの家族を抱える介護者同士が、日頃の思いを共有し
たり、情報交換などをする会です。気軽にご参加ください。
費用：200円（茶菓子代、初めて参加の人は無料）
　健康推進課☎24-0816、FAX24-5870

若年性認知症などの家族を抱える介護者同士が、日頃の思いを
共有したり、情報交換などをする会です。気軽にご参加ください。
費用：200円（茶菓子代、初めて参加の人は無料）
　健康推進課☎24-0816、FAX24-5870

街 中 サ ロ ン 7月9日㈬、同26日㈯
10：00～14：30

川地工務店「minto」
（ 長 曽 根 南 町 ）

知的障害や発達障害のある人や、その家族が悩みなどを話
して情報交換をする場です。
NPO法人彦根育成会☎24-8624、FAX26-1747

講演会・市民講座
「子どもの不登校・ひき
こもりをどうするのか」

7月13日㈰
13：20～16：40

子どもの不登校やひきこもりの関わり方などについて講演し
ます（第一部・講演、第二部・市民講座）定員：60人（先着順）
費用：講演会1,500円　市民講座1,000円（両方参加2,000円）
CBTを学ぶ会（栗原さん）☎080-4983-5568

ひ こ ね 燦 ぱ れ す
（ 小 泉 町 ）

滋賀県立盲学校杉山祭
無 料 で は り 治 療

7月15日㈫
8：50～12：30

無料で、はり治療とあん摩治療を行います。
7月15日㈫8：00から受付を開始します。
定員：14人（先着順）
滋賀県立盲学校☎22-9961、FAX26-3686

滋賀県立盲学校附属
あん摩鍼灸（しんきゅう）
臨 床 室
（ 西 今 町 ）

彦根城博物館出張講座
あなたの街の歴史探訪
「鳥居本地区の歴史」

7月19日㈯
10：00～11：30

博物館学芸員が古代から近代にかけての地域の歴史を紹介
します。
費用：100円　定員：60人（先着順）
彦根城博物館学芸史料課☎22-6100、FAX22-6520

鳥 居 本 地 区 公 民 館
（ 鳥 居 本 町 ）

日本よし笛の会
公認講師アンサンブル
「よし笛コンサート」

7月27日㈰
13：30

（開場13：00）

よし笛の柔らかで澄んだ独特の音色をお楽しみください。
馬場さん☎090-6242-3366

高宮地域文化センター
（ 高 宮 町 ）
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第215回

　

井
伊
家
13
代
直な

お

弼す
け

は
、
諸
芸
の
研け

ん

鑽さ
ん

に

努
め
て
い
た
青
年
時
代
か
ら
、
楽ら

く

焼や
き

と
い

う
手て

捏び
ね

り
の
や
き
も
の
の
制
作
に
親
し
ん

で
い
ま
し
た
。直
弼
の
楽
焼
は
、茶
碗
や
香

合
、
蓋ふ

た

置お
き

な
ど
多
岐
に
渡
り
、
29
件
も
の

作
例
の
現
存
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
昨
年
度
に
新
た

に
当
館
に
収
蔵
さ
れ
た
楽ら

く

茶ぢ
ゃ

碗わ
ん

（
写
真
１
）

を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
茶
碗
は
、
市
内
の
旧
家
よ
り
寄
贈

を
受
け
た
も
の
で
す
。
歪
み
の
あ
る
胴
や

裾
が
外
に
広
が
っ
た
撥ば

ち

高こ
う

台だ
い

、
呑の

み

口く
ち

付
近

の
縦
の
筋
目
が
大
き
な
特
徴
を
な
す
作
品

で
す
。
鼠

ね
ず
み

色
の
地
に
藍
色
の
釉
薬
で
、
枝

葉
を
な
び
か
せ
る
柳
を
描
き
、
そ
の
傍
ら

に
「
龍
池
柳
色
雨
中
深
」
と
い
う
文
字
を

記
し
て
い
ま
す
。
口く

ち

縁べ
り

部
分
に
は
、
飛
翔

す
る
燕つ

ば
め

の
姿
を
あ
し
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
高
台
内
に
は
、
柳
の
字
を
ア
レ
ン
ジ

し
た
直
弼
の
花か

押お
う

（
写
真
２
）
が
入
っ
て
い

ま
す
。

　

収
納
箱
の
蓋
の
裏
に
は
、
直
弼
の
孫
に

あ
た
る
15
代
直な

お

忠た
だ

に
よ
る
書
付
「
祖
父
自

作
／
青
柳
之
濃
茶
々
碗
／
琴
堂
」
が
あ
り
、

濃こ
い

茶ち
ゃ

用
の
茶
碗
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　

濃
茶
と
は
、

抹
茶
を
濃
く
練

り
上
げ
て
点た

て

る
お
茶
で
す
。

一
般
に
抹
茶
と

い
う
と
、
細
か

な
泡
が
表
面
に

立
っ
た
お
茶
を

イ
メ
ー
ジ
し
ま

す
が
、
そ
れ
は
薄う

す

茶ち
ゃ

と
呼
ば
れ
る
も
の
で

す
。
濃
茶
は
、
泡
が
立
た
な
い
ほ
ど
濃
く

点
て
る
た
め
、
よ
り
濃
厚
な
味
わ
い
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
濃
茶
は
、

大
振
り
の
茶
碗
を
用
い
、
客
全
員
で
１
碗

を
飲
み
回
す
と
い
う
点
に
大
き
な
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
茶
碗
は
、
口
径
が
約
18

セ
ン
チ
も
あ
り
、
茶
碗
と
し
て
は
か
な
り

大
き
い
こ
と
か
ら
、
箱
書
の
通
り
濃
茶
用

の
茶
碗
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
全
体
に
細
か

な
篦へ

ら

削け
ず

り
を
入
れ
て
丹
念
に
形
を
整
え
て

お
り
、
素
人
ら
し
い
拙
さ
は
あ
る
も
の
の
、

丁
寧
に
作
ら
れ
た
作
品
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。

　

さ
て
、
胴
部
分
に
書
か
れ
た
「
龍
池

…
」
の
７
文
字
に
注
目
す
る
と
、
こ
れ

は
、
中
国
唐
時
代
初
期
の
歌
人
、
李り

嶠き
ょ
うの

歌「
長

ち
ょ
う

楽ら
く
の

鐘か
ね
の

声こ
え
は

花は
な
の

外ほ
か
に

尽つ
き
ぬ　

龍
り
ゅ
う

池ち
の

柳
や
な
ぎ
の

色
い
ろ
は

雨あ
め
の

中う
ち
に

深ふ
か
し」
か
ら
の
引
用
と
考
え
ら
れ
ま

す
。こ
の
歌
は
、花
の
向
こ
う
の
方
か
ら
長

ち
ょ
う

楽ら
く

宮き
ゅ
うの

鐘
の
音
が
聞
こ
え
、
龍

り
ゅ
う

池ち

の
周
り

の
柳
の
葉
が
、
雨
の
中
で
よ
り
一
層
深
い

色
を
見
せ
て
い
る
と
い
う
情
景
を
詠
ん
だ

も
の
で
す
。
長
楽
宮
は
、
唐
の
首
都
長
安

に
あ
っ
た
宮
殿
で
、
龍
池
は
そ
の
南
東
に

位
置
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
池
は
、
唐
の

第
６
代
皇
帝
の
玄
宗
が
、
楊よ

う

貴き

妃ひ

と
共
に

舟
遊
び
を
楽
し
ん
だ
こ
と
で
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
歌
は
、
平
安
時
代
の
歌
人
藤ふ

じ

原わ
ら
の

公き
ん

任と
う

に
よ
る
歌
撰
集
「
和わ

漢か
ん

朗ろ
う

詠え
い

集し
ゅ
う」

に
収
録
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
日
本
国
内
で

も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
謡
曲
「
三み

井い

寺で
ら

」
に
も
引
用
さ
れ
て
人
々
に
親
し
ま
れ

て
き
ま
し
た
。

　

歌
の
意
味
を
踏
ま
え
て
、
も
う
一
度
こ

の
茶
碗
に
描
か
れ
た
絵
を
見
る
と
、
本
来

は
軽
や
か
に
風
に
な
び
く
柳
の
枝
葉
が
、

重
く
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え

ま
す
。
春
の
渡
鳥
で
あ
る
燕
が
描
か
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
絵
は
、
青
々
と
し

た
柳
の
新
芽
が
、
春
雨
に
打
た
れ
る
様
子

を
表
わ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

直
弼
は
柳
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
柳や

ぎ

和わ
の

舎や

、

柳り
ゅ
う

王お
う

舎し
ゃ

な
ど
、
名
乗
っ
た
号
は
柳
に
関
連

し
た
も
の
が
多
く
、
柳
を
詠
ん
だ
自
作
の

和
歌
や
、
柳
の
意
匠
の
好
み
の
茶
道
具
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
作
か
ら
も
、
直
弼

が
柳
に
寄
せ
た
思
い
の
深
さ
を
う
か
が
い

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

奥
田
晶
子
）

井
伊
直
弼
自
作
の
楽
茶
碗 

―

新
出
資
料
紹
介
―

▲写真１　楽焼柳図茶碗　井伊直弼作
▼写真２　同　高台内花押部分

　

写
真
の
作
品
は
、
常
設
展
示
「　
ほ

ん
も
の　
と
の
出
会
い
」
で
、
８
月

26
日
㈫
ま
で
展
示
し
て
い
ま
す
。（
期

間
中
無
休
） “

”

7月25日㈮～8月26日㈫　　　　　　　　　　　　　　　　かっちゅう
　テーマ展「彦根藩士の甲冑

－赤備えの家臣団－」

【開催中】～7月22日㈫　　　　　                         しょうけい　　　　　　　　
　テーマ展「湖東焼への憧憬
　　　　　　　－湖東焼と近現代のやきもの－」

　天正（てんしょう）
19年（1591）、豊
臣秀吉が行った奥
州出兵で、井伊直政（なおまさ）も徳川家康配下とし
て出兵し、九戸城（くのへじょう・岩手県）で、豊臣有
力武将とともに戦いました。本状は、その際の戦功
を賞した秀吉からの感状（かんじょう）です。

常

設

展

示

の

名

品

テ

ー

マ

展

しゅうるしぬりもえぎいとおどしぬいのべにまいどうぐそく
朱漆塗萌葱糸威縫延二枚胴具足▶

※7月23日㈬・24日㈭は、展示替えのため一部閉室しています。

【展示中】
～8月25日㈪  
とよとみひでよししゅいんじょう

豊臣秀吉朱印状
　い　い　なおまさあて

井伊直政宛

ギャラリートーク
「彦根藩士の甲冑－赤備えの家臣団－」
7月26日㈯　14：00～15：00
　解説：彦根城博物館学芸員
　※事前申し込みは不要です。当日、
　　当館展示室１にお集まりください。

観覧料が必要です

【各公演　発売初日の予約の取り扱いについて】
※電話予約・インターネット予約のみの受付となります。
※窓口でのチケット引き取り・販売は翌開館日から承ります。

8月10日㈰　15：00～　グランドホール
劇団四季ファミリーミュージカル

「ふたりのロッテ」
　楽しくって優しくてちょっぴ
りハラハラ、ユーモアいっぱい
のミュージカル。離ればなれに
育った姉妹、ロッテとルイーゼ。
二人の女の子の冒険物語。

S席　大人4,500円（友の会4,000円） 
　　こども3,000円（友の会2,700円）
A席　大人3,500円（友の会3,000円） 
　　こども2,000円（友の会1,800円）

9月6日㈯　15：00～　グランドホール
高嶋ちさ子　12人のヴァイオリニスト「COLORS」

「クラシックをより身近に」をテーマに、“観ても、
聴いても美しく、楽しいヴァイオリンアンサンブル”
全国ツアー「COLORS」が決定！
高嶋ちさ子、12人のヴァイオリニスト、村松亜紀（ピアノ）
一　般4,000円　高校生以下2,000円【7/5㈯発売開始】
友の会3,600円　高校生以下1,800円【発売中】
※当日料金は、それぞれ500円増
※３歳未満入場不可

9月14日㈰　16：00～　グランドホール
小曽根真 featuring No Name Horses

「10th anniversary tour “Road”」
　世界的ジャズピアニス
ト小曽根真率いるスーパ
ービッグバンドの結成10
周年ツアー。最高のテク
ニック、エンタテインメ
ント性あふれるステージ
をお楽しみください。

一般6,000円　友の会5,400円 【発売中】
※未就学児入場不可

チ

ケ

ッ

ト

発

売

情

報

出演

指定

指定

指定

チケットのお申し込み、お問い合わせは
チケットセンター　☎27-5200　(9：00～19：00)
インターネットでも購入いただけます。http://bunpla.jp/

7月の休館日　　7日㈪、14日㈪、22日㈫、28日㈪

ひこね市文化プラザ友の会会員募集中！　詳しくは☎26-8601へ

　彦根藩井伊家は、当主・家臣とも
に、武具を朱色で統一した「赤備え」
で知られていました。本展では、初
公開を含む個性豊かな彦根藩士所用
の甲冑の数々を展示します。

9月12日㈮　19：00～　グランドホール
日 医 工 presents
葉 加 瀬 太 郎

Best Acoustic Tour
“ エト ピ リカ ”
supported by Iwatani

一　般7,560円
友の会7,400円
※未就学児入場不可

◎表記のチケット価格は、すべて税込価格です。

指定

注目の
イベント☞

開館時間　８：30～17：00（入館は16：30まで）

　常設展示「“ほんもの”との出会い」
では、譜代大名筆頭・井伊家に伝来
した名宝を中心に、80点余りを展示
しています。

-常設展示の名品-“ほんもの”

との出会い

【
発
売
中
】

URL http://www.city.hikone.shiga.jp/category/6-1-0-0-0.html
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ラ
イ
タ
ー
で
の
火
遊
び
に
よ
る

火
災
で
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が

犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
５

歳
未
満
の
子
ど
も
が
火
遊
び
を
し

た
場
合
は
、
死
傷
す
る
可
能
性
が

高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

総
務
省
消
防
庁
の
全
国
実
態
調

査
に
よ
る
と
、
火
遊
び
に
よ
る
火

災
の
う
ち
、
半
数
に
ラ
イ
タ
ー
が

使
わ
れ
、
そ
の
約
９
割
が
「
使
い

捨
て
式
ラ
イ
タ
ー
」
に
よ
る
も
の

で
す
。

ラ
イ
タ
ー
な
ど
の

販
売
が
規
制

平
成
23
年
９
月
以
降
、
使
い
捨

て
式
ラ
イ
タ
ー
や
多
目
的
ラ
イ

タ
ー
に
は
、
子
ど
も
が
簡
単
に
操

作
で
き
な
い
幼
児
対
策
（
チ
ャ
イ

ル
ド
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
機
能
）
な
ど
が

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

技
術
基
準
に
適
合
し
た
も
の
に

表
示
さ
れ
る
Ｐ
Ｓ
Ｃ
マ
ー
ク
（
下

写
真
）
が
本
体
に
表
示
さ
れ
て
い

な
い
も
の
は
販
売
が
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

※
販
売
規
制
の
対
象
と
な
る
ラ
イ

タ
ー
な
ど

使
い
捨
て
式
ラ
イ
タ
ー
や
、
多
目
的

ラ
イ
タ
ー
（
点
火
棒
）
の
う
ち
、
燃
料

の
容
器
と
構
造
上
一
体
と
な
っ
て
い
る

も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
容
器
の
全
部
ま

た
は
一
部
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
使
用
さ

れ
て
い
る
も
の
。

正
し
い
知
識
を
！

子
ど
も
の
火
遊
び
は
、
大
人
の

い
な
い
時
や
、
人
目
の
つ
き
に
く

い
場
所
で
行
う
の
が
特
徴
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
原
因
で
発
見

が
遅
れ
て
し
ま
い
、
火
災
が
拡
大

し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
は
花
火
や
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
の
楽
し
く
安
全

な
火
の
イ
メ
ー
ジ
で
興
味
を
持
ち

ま
す
。

火
に
対
し
て
正
し
い
知
識
を
持

た
ず
に
、
子
ど
も
だ
け
で
花
火
を

し
た
り
、
燃
え
る
も
の
に
火
を
つ

け
た
結
果
、
恐
ろ
し
い
火
と
な
り

火
災
に
至
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

火
遊
び
防
止
の
注
意
点

▼
ラ
イ
タ
ー
や
マ
ッ
チ
を
子
ど
も
の

手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い

ピ
ス
ト
ル
型
や
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
描
か
れ
た
物
な
ど
、
子

ど
も
が
興
味
を
抱
く
よ
う
な
物

は
、
特
に
保
管
場
所
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

▼
子
ど
も
だ
け
を
残
し
て
外
出
し

な
い子

ど
も
だ
け
を
残
し
て
外
出

す
る
場
合
は
、
ラ
イ
タ
ー
ば
か

り
で
な
く
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
に
対

し
て
も
注
意
が
必
要
で
す
。
外

出
先
で
も
、
少
し
の
時
間
だ
か

ら
と
、
車
内
に
子
ど
も
を
残
し

て
の
買
い
物
な
ど
に
も
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

▼
ラ
イ
タ
ー
を
触
ら
せ
な
い

子
ど
も
は
火
の
取
り
扱
い
が

で
き
て
も
、
火
の
持
つ
危
険
性

を
十
分
に
理
解
で
き
て
い
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
火
を
使
用
す

る
時
は
、
必
ず
大
人
が
付
き
添

う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
火
遊
び
を
見
か
け
た
ら
注
意
し

て
止
め
さ
せ
る

子
ど
も
は
火
遊
び
に
ス
リ
ル

と
興
奮
を
覚
え
る
の
で
、
エ
ス

カ
レ
ー
ト
し
て
行
動
も
危
険
に

な
り
ま
す
。

▼
理
解
で
き
る
年
齢
に
達
し
た
ら

火
の
怖
さ
を
教
え
る

火
遊
び
に
よ
る
火
災
を
な
く

す
た
め
に
も
、
日
頃
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
を
通
し
て
、
火
の

危
険
性
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

火
遊
び
・
花
火
に
よ
る

火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

電
話
を
か
け
て
き
た
業
者
は
、
ソ
ー

ラ
ー
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機

器
の
販
売
が
目
的
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

消
費
者
の
環
境
意
識
の
高
ま
り
に
つ
け

こ
み
、
太
陽
光
発
電
の
補
助
金
制
度
や
余

剰
電
力
の
買
取
制
度
を
説
明
に
加
え
な
が

ら
、
今
が
チ
ャ
ン
ス
と
ば
か
り
に
契
約
を

す
す
め
て
き
ま
す
。

業
者
は
自
宅
を
訪
問
し
て
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
価
格
や
モ
ニ
タ
ー
価
格
の
対
象
期

間
で
あ
る
こ
と
、
省
エ
ネ
家
電
製
品
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
期
間
中
な
ど
と
話
し
、
お
得
な

情
報
を
長
時
間
に
わ
た
っ
て
説
明
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

「
今
日
だ
け
お
得
で
す
よ
！
」「
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
！
」「
締
め
切
り
が
迫
っ
て

い
る
の
で
、
と
り
あ
え
ず
契
約
書
に
サ
イ

ン
を
！
」
と
言
わ
れ
、
心
理
的
に
あ
わ
て

て
し
ま
い
、
契
約
書
に
サ
イ
ン
を
し
て
し

ま
い
そ
う
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
少

し
で
も
不
安
が
あ
れ
ば
、
断
る
勇
気
を
持

ち
ま
し
ょ
う
。

不
審
に
思
っ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一
緒
に
解
決
方
法
を
考
え
ま
す
。

彦
根
市
消
費
生
活
相
談
窓
口　

☎
30-

６

１
４
４
（
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～

同
４
時
15
分
）

「
電
気
料
金
が
月
々
７
千
円
も
安
く
な
る
」
と
電
力
会
社
の
代
理
店
を
名
乗
る
業
者

か
ら
電
話
が
あ
っ
た
。消
費
税
増
税
に
よ
り
電
気
料
金
が
値
上
げ
に
な
る
と
思
っ
て
い

た
の
で
、
逆
に
７
千
円
も
安
く
な
る
こ
と
が
あ
る
の
か
と
不
思
議
に
思
っ
た
。

し
ば
ら
く
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
年
齢
や
家
族
構
成
、
１
か
月
の
電
気
料
金
な
ど
を

質
問
し
て
き
た
の
で
答
え
た
。
自
宅
を
訪
問
し
て
、く
わ
し
い
説
明
を
さ
せ
て
欲
し
い

と
言
う
の
で
、
不
審
に
思
い
「
先
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
っ
て
く
れ
な
い
か
、
し
っ
か

り
内
容
を
確
認
し
た
い
。」
と
伝
え
る
と
、
相
手
は
「
こ
の
話
は
な
か
っ
た
こ
と
に
す

る
」
と
言
っ
て
、
一
方
的
に
電
話
を
切
っ
た
。

第6
6回

環
境
意
識
に
つ
け
込
む
訪
問
販
売
に
注
意

市
内
で
最
近
起
こ
っ
た
相
談
事
例
の
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す

　
　

子どもたちにとって花火は楽しみな夏の風物詩で
す。しかし、気軽に楽しめる花火も使用方法や注意
事項を守らないと事故や火災につながりかねません。

花火を安全に遊ぶポイント
①子どもだけで花火をしない、させない。必ず大人

が付き添いましょう。
②花火に書いてある遊び方や、注意事項をよく読ん

で、花火を人に向けたり、燃えやすいもののある
場所で遊んだりしないようにしましょう。

③水の入ったバケツを用意し、遊び終わった花火は
必ず水につけて確実に消しましょう。

④気象条件を考え、風の強いときや空気が乾燥して
いるときは花火を止めましょう。

⑤正しい位置と正しい方法で点火してください。

マッチやライター、花火で点火せ
ず、ろうそくなどで点けましょう。
また、一度にたくさんの花火に火
を点けないようにしましょう。

⑥噴き出し、打ち上げなどの筒物花火は、途中で火
が消えても、筒を覗いてはいけません。大けがに
つながるおそれがあります。

⑦花火をポケットに入れて持ち運んだり、花火をほ
ぐして遊ぶことは危険です。絶対にしてはいけま
せん。

花火遊びは、迷惑にならない
場所と時間と後始末

深夜に花火をしたり、後片付けをしないなど、周
辺住民への迷惑行為が深刻化しています。ルールと
マナーを守り、夏の楽しい思い出にしましょう。

花火は楽しく遊びましょう

▲ PSCマークは、ライターな
ど危害を及ぼすおそれのあ
る製品についています

彦根警察署管内の刑法犯・特別法犯少年は、平成 25
年では 112 人で、前年に比べ 24 人減少しました。そ
の中で、万引は 52 人となっています。自転車盗は 5
人。また、不良行為による補導数は、平成 25 年では
324 人です。行為別では、最も多いのが「深夜徘

はい

徊
かい

」
で、次に多いのが「喫煙」です。そのほか「粗暴行為」

「怠学」などとなっています。

彦根市では、青少年指導員や少年センターが街頭補
導をしているほか、青少年育成市民会議やＰＴＡなど
が、初発型非行防止巡回指導を推進しています。

皆さんも家庭や地域から、青少年の非行・被害防止
の取り組みを進めてください。
問い合わせ先　 子ども青少年課☎ 26-0994、

FAX26-1768

7 月は青少年の非行・被害防止に取り組む強調月間です

第64回 社会を明るくする運動　標語と作文　特選作品紹介

標
語
・
小
学
生

中
村　

旭あ
さ

陽ひ 

さ
ん

　
（
高
宮
小
学
校
５
年
）

育
て
よ
う

や
さ
し
い
心
と

強
い
意
志

標
語
・
一
般

野や

洌す　

令れ
い

子こ 

さ
ん

　
（
古
沢
町
）

「
ど
う
し
た
の
？
」

声
か
け
寄
り
添
う

地
域
の
目

作
文
・
中
学
生

川
村　

和わ

束づ
か 

さ
ん

　
（
東
中
学
校
２
年
）

「
よ
り
よ
い
社
会

を
築
く
た
め
の
考

え
方
」

作
文
・
一
般

大
谷　

久
子
さ
ん

　
（
錦
町
）

「
若
い
芽
育
て
よ

う
地
域
の
輪
」

標
語
・
中
学
生

市
村　

亮
り
ょ
う 

さ
ん

　
（
中
央
中
学
校
１
年
）

犯
罪
は

自
分
も
家
族
も

傷
つ
け
る
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  健康推進課（八坂町　市立病院敷地内・
　くすのきセンター2階）
☎24-0816、FAX24-5870
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  健康推進課（八坂町　彦根市立病院敷地内・
　くすのきセンター2階）
☎24-0816、FAX24-5870

肥ひ

後ご

　
奈な

結ゆ

ち
ゃ
ん

（
開
出
今
町
）

川
　
透と

お
る

ち
ゃ
ん

（
西
今
町
）

青
木
　
優ゆ

依い

ち
ゃ
ん

（
平
田
町
）

骨粗しょう症予防教室　

♪　美
び

骨
こ つ

レッスン　♪　

　骨粗しょう症の予防には、毎日の食事、運動
など生活習慣が大切です。この機会に参加して
みませんか。

日時　7月23日㈬　9：30 ～ 12：00
　（受付 9：20 ～ 9：30）

場所　くすのきセンター 1 階
内容　美骨ストレッチ＆カルシウムアップ食べ

合わせ術の話
定員　50 人（先着順。定員になりしだい終了）　
費用　無料
　※運動ができる服装でお越しください（上靴は

不要）。
申込・問い合わせ先　電話か FAX で、 健康

推進課に申し込んでください。　※ FAX の
場合は、①「美骨レッスン希望」②氏名③住
所④生年月日⑤電話番号を書いてください。

７月は「愛の血液助け合い運動」月間です
　
　近年、少子高齢化が進み、この 10 年で 10 代、
20 代の献血者数が約 40％減少しています。
　今後、輸血を必要とする人を支えていくためにも、
若年層はもちろん、各年代層で支え合っていくこと
が大切です。
　また、いつでも患者さんに血液を届けることがで
きるように、定期的な成分献血と４００㎖献血のご
協力をお願いします。
問い合わせ先　滋賀県赤十字血液センター☎ 077-

564-6311、 ホ ー ム ペ ー ジ http://shiga.bc.jrc.
or.jp/

不妊治療費の助成制度が一部変わりました
特定不妊治療費（体外受精・顕微授精）、人工授精について、健康保険などの医療保険が適応されない治療費の一

部を助成します。

特定不妊治療費の助成

対象者（次の全てを満たす人）
▶治療中および申請時に市内に住所を有し、法律上

の婚姻をしている夫婦
▶「滋賀県不妊に悩む方への特定治療支援事業」の

助成を受けている人
▶夫婦のいずれもが市税を滞納していない人

助成額　不妊治療に要した費用から、滋賀県の助成金
を差し引いた額を彦根市から助成します。特定不妊
治療（保険診療外）に対して、1 回の治療につき上限
5 万円（※以下の治療方法のときは 2 万 5 千円）を、1
年度目は 3 回、2 年度目以降は 2 回を限度に、通
算 10 回を超えない範囲で助成します。助成期間は
5 年間とし、他市町村で助成を受けていた期間も合
わせます。ただし、平成 26 年 4 月 1 日以降、新
たに申請する人で、初めて助成を受ける際の治療開
始時の妻の年齢が、40 歳未満の場合、年間助成回
数と通算助成期間の限度はありません。通算助成回
数は 6 回までです。

　※助成額 2 万 5 千円に該当する治療方法
●以前に凍結した胚を解凍して胚移植を実施
●排卵したが卵が得られない、または状態のよい卵

が得られないため中止
申請期限　県の「滋賀県不妊に悩む方への特定治療支

援事業」の決定日から 3 か月以内

人工授精治療費の助成

対象者（次の全てを満たす人）
▶治療日および申請時に市内に住所を有し、法律上

の婚姻をしている夫婦
▶夫婦の前年所得の合計額が730万円未満である

人
▶夫婦のいずれもが市税を滞納していない人

助成額　人工授精に要した自己負担の半額 ( 千円未満
は切り捨て ) を助成します。助成期間は通算 2 年間
とし、助成金額は通算 5 万円です。

申請期限　平成 26 年度に行った治療分は、平成 27
年 3 月 31 日㈫。ただし、平成 27 年 3 月中に治
療を行う場合の申請期限は、同年 4 月 30 日㈭で
す。

申請と決定　いずれも 健康推進課に申請してくだ
さい。申請後、審査のうえ決定します。詳しくは、
彦根市ホームページをご覧いただくか、 健康推進
課にお問い合わせください。　

申請・問い合わせ先
　 健康推進課☎ 24-0816、FAX24-5870

食
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

食
中
毒
は
、
飲
食
店
で
の
食
事
が
原
因

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
家
庭
で
も
発
生

し
て
い
ま
す
。
食
中
毒
を
予
防
す
る
た
め

の
３
原
則
を
守
っ
て
、
食
中
毒
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
。

①
菌
を
つ
け
な
い

▼
調
理
の
前
や
、
肉
、
魚
、
卵
を
取
り
扱
っ

た
後
、
ト
イ
レ
や
お
む
つ
交
換
の
後
、

食
卓
に
着
く
前
に
は
手
を
洗
う
。
せ
っ

け
ん
を
使
っ
て
洗
っ
た
後
、
流
水
で

し
っ
か
り
流
す
こ
と
が
大
切
。

▼
包
丁
や
ま
な
板
な
ど
、
調
理
器
具
は
よ

く
洗
い
、
す
す
ぎ
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
す

る
。
肉
や
魚
、
野
菜
は
別
々
の
ま
な
板

で
調
理
す
る
。

②
菌
を
増
や
さ
な
い

▼
作
っ
た
料
理
は
早
め
に
食
べ
る
。

▼
食
品
は
、
室
内
に
放
置
せ
ず
に
冷
蔵
庫

に
保
存
す
る
。

▼
凍
っ
た
食
品
は
、
室
温
で
長
時
間
か
け

て
自
然
解
凍
す
る
と
菌
が
増
殖
す
る
た

め
、
解
凍
は
冷
蔵
庫
内
か
電
子
レ
ン
ジ

で
行
う
。

③
菌
を
や
っ
つ
け
る

▼
食
品
の
中
心
部
ま
で
し
っ
か
り
と
加
熱

す
る
。（
中
心
部
を
85
℃
以
上
で
１
分
以
上
）

▼
電
子
レ
ン
ジ
で
加
熱
す
る
と
き
は
、

じ
ゅ
う
ぶ
ん
加
熱
で
き
る
よ
う
、
時
々

か
き
混
ぜ
る
。

▼
包
丁
、
ま
な
板
、
ふ
き
ん
な
ど
は
、
熱

湯
で
消
毒
し
、
よ
く
乾
燥
さ
せ
る
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課
☎
24-

０
８
１
６
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５
８
７
０
番

対象　彦根市に住民登録があり、次の要件に該当する
人（年齢は平成27年3月31日基準）
◆健康診査（問診、身体測定、腹囲測定、血圧測定、尿検査、血液

検査、内科診察）　　
①昭和50年4月1日～平成8年4月1日生まれの人
②昭和14年4月2日～昭和50年3月31日生まれの生
活保護受給者（彦根市に住民登録はないが、彦根市に在住し
ている人を含む。）
◆結核健康診断　
　昭和25年3月31日以前に生まれた人
◆肺がん検診　　
　昭和25年4月1日～昭和50年3月31日生まれの人
◆肝炎ウイルス検診
　①　40・45・50・55・60歳の人で、過去に彦根市の
肝炎ウイルス検診を受けていない人（対象者には5月
下旬に個別通知しています。）

　②　①の年齢を除く41歳以上の人で、過去に彦根市
の肝炎ウイルス検診を受けていない人（検診の1週間
前までに　健康推進課に電話かFAXで申し込んでくださ
い。）

　健診は、健康状態を知る第一歩です。年に1回は健診
を受けましょう。

市　民　健　康　診　査

（健康診査・結核健康診断・肺がん検診・肝炎ウイルス検診）

※検診料や持ち物、注意事項など詳しくは、広報ひこね
5月１５日号と同時に配布した「平成26年度彦根市
健康診査・がん検診のお知らせ」をご覧ください。

日時
実施日

7月24日㈭
7月25日㈮
7月28日㈪
8月　4日㈪

8月　5日㈫

場　 　所
東 地 区 公 民 館
稲 枝 地 区 公 民 館
河 瀬 地 区 公 民 館
農村環境改善センター
（グリーンピアひこね）
佐 和 山 小 学 校

受付時間

9：30～11：00

9：30～11：00
13：00～14：30
9：30～11：00
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：
彦
根
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編
集
：
情
報
政
策
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●
1
日
・
1
5
日
発
行
　
　

通
巻
第
1
3
1
4
号

（
平
成
2
6
年
7
月
１
日
発
行
）

▶
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
大
豆
油
イ
ン
キ
を
包
含
し
た
植
物
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

▶
廃
棄
す
る
場
合
に
は
古
紙
回
収
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▶
こ
の
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
5
0
,3
0
0
部
作
成
し
、
１
部
当
た
り
の

単
価
は
1
1
円（
１
円
未
満
切
り
捨
て
）で
す
。た
だ
し
、原
稿
作
成
・

編
集
な
ど
に
か
か
る
職
員
の
人
件
費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

広
報
ひ
こ
ね

24

表
紙
の
写
真

日程　７月 30 日㈬、同 31 日㈭（1 泊 2 日）
スケジュール
　30 日㈬　映画試写会（品川プリンスホテル）

　31 日㈭　ゆかりの地めぐり　※桜田門（東京都
千代田区）豪

ごう

徳
とく

寺（東京都世田谷区）、掃
か

部
もん

山公園
（横浜市西区）など

募集人数　30 人程度（応募者多数の場合は抽選）

応募資格　市内在住、または在勤の 18 歳以上の
人（高校生は除く）

費用　1 人 25,000 円程度

申込期限　7 月 15 日㈫
申込方法　はがきに①住所②氏名③年齢④電話番

号を書いて郵送してください。
その他　出発時間など詳しい日程については、決

まりしだい参加者に通知します。
申込・問い合わせ先　 観光振興課（試写会＆直

弼公ゆかりの地めぐりツアー担当）☎ 30-6120、
FAX24-9676

参加者募集

「柘榴坂の仇討」
試写会＆

井伊直弼公を偲ぶゆかりの地めぐりツアー
◀
９
月
20
日
㈯
全
国
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

Ⓒ 2014 映画「柘榴坂の仇討」製作委員会

人口と世帯数
　　　　　　平成26年6 月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　（　）内は前月との比較

112,555 人  （− 51）
　 55,576 人（− 31）

56,979 人（− 20）
45,182 世帯 （ ＋  3）

井伊直
なお

弼
すけ

と彦根藩士をテーマに描かれた
映画「柘

ざく

榴
ろ

坂
さか

の仇
あだ

討
うち

」。映画公開に先駆けて、
完成試写会と、井伊直弼を偲

しの

ぶゆかりの地
を巡るツアーの参加者を募集します。

ヘ
ル
シ
ー
な
（
菜
）
食
事
を

仲
原　

千
秋
さ
ん

（
滋
賀
県
栄
養
士
会

地
域
活
動
栄
養
士
協
議
会　

彦
根
支
部
）

　

滋
賀
県
栄
養
士
会
の
メ
ン
バ
ー

が
講
師
と
な
り
「
お
弁
当
づ
く
り

教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
お
野

菜
が
た
っ
ぷ
り
と
れ
て
、
香
辛
料

な
ど
香
り
や
風
味
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
塩
分
を
控
え
た
ヘ
ル
シ
ー

な
（
菜
）
お
弁
当
で
す
。

　

塩
分
控
え
め
で
も
お
い
し
い
と

好
評
で
し
た
。
今
後
も
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
の
大
切
さ
を
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
報
ひ
こ
ね
６
月
１
日
号
表
紙

差
し
替
え
と
回
収
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

市
で
は
、
不
適
切
な
部
分
の
あ
っ
た
広

報
ひ
こ
ね
６
月
１
日
号
の
表
紙
の
差
し
替

え
と
回
収
に
努
め
て
い
ま
す
。

▼
す
で
に
差
し
替
え
済
の
皆
さ
ん

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
ま
だ
差
し
替
え
て
い
た
だ
い
て
い
な
い

皆
さ
ん

す
で
に
お
届
け
し
た
６
月
15
日
号
に
差

し
替
え
用
の
表
紙
ペ
ー
ジ
を
は
さ
ん
で
い

ま
す
。
お
手
も
と
の
６
月
１
日
号
の
表
紙

と
差
し
替
え
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

差
し
替
え
後
は
、
６
月
15
日
号
と
一
緒

に
お
届
け
し
た
封
筒
に
差
し
替
え
る
前
の

表
紙
を
入
れ
て
、
市
役
所
に
返
送
し
て
く

だ
さ
い
。
切
手
を
貼
っ
て
い
た
だ
く
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
市
役
所
、
支
所
、
各
出
張
所
、
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
く
す
の
き
セ
ン
タ
ー
、
各

地
区
公
民
館
、
人
権
・
福
祉
交
流
会
館
、

東
山
会
館
に
直
接
お
持
ち
い
た
だ
い
て
も

け
っ
こ
う
で
す
。

　

お
手
数
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

情
報
政
策
課
広
報
係

☎
30-
６
１
０
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３

９
８
、
Ｅ
メ
ー
ル koho@

m
a.city.

hikone.shiga.jp


